
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号化された画像データからもとの画像データを復元するための画像復号装置であって
、
　互いに独立にメモリセル選択動作を行うことのできる第１および第２のバンクを含み、
クロック信号に同期してデータの入出力が行われる同期型メモリ素子と、
　前記符号化された画像データに含まれるサンプリング画素データを受けて所定の復号処
理を施してもとの画像データを復元する復号手段と、
　前記復号手段により復元された画像データを前記同期型メモリ素子 格納するための制
御手段とを備え、前記制御手段は第１の信号成分について画像上水平方向に一列に配列さ
れるサンプリング画像データを、 ２画素を単位として交互に前記第１お
よび第２のバンクに格納されるように前記復号手段からの画像データに含まれる画素デー
タを前記同期型メモリ素子へ書込む手段を含む、画像復号装置。
【請求項２】
　 記画像データは 互いに種類が異なり、かつサンプル数の等しい第 および
第 の信号成分を含み、
　 記制御手段は、前記第 および第 の信号成分について同じサンプリング画素の第
および第 の信号を前記第１および第２のバンクの同じアドレス位置に格納するように前
記復元された画像データに含まれるサンプリング画 データを前記同期型メモリ素子 書
き込む手段をさらに備える、 画像復号装置。
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【請求項３】
前記同期型メモリ素子はＭビットを１ワードとしてワード単位でデータの入出力を行ない
、前記画素データの輝度信号線分は、Ｍ／２ビットデータであり、前記所定数は２である
、請求項１記載の画像復号装置。
【請求項４】
　前記同期型メモリ素子はＭビットを１ワードとしてワード単位でデータの入出力を行い
、前記画素データの 信号成分は ットデータであり、

、請求項１記載の画像復
号装置。
【請求項５】
前記同期型メモリ素子は、Ｍビットワードをワード単位で入出力し、前記画素データはＮ
ビットデータあり、前記復号手段は、水平方向のサイズがＬないしＬ＋１の画素ブロック
を参照ブロックとして画像データを復元する手段を含み、
前記制御手段はＰ回を単位として交互に前記第１および第２のバンクへアクセスして画素
データを読出し、前記復号手段へ与える手段を含み、前記Ｐは、（Ｌ＋１）／（２・Ｍ／
Ｎ）以上の整数でありかつ１つのバンクに対し連続してアクセスされるワードの数を示す
、請求項１記載の画像復号装置。
【請求項６】
前記同期型メモリ素子はＭビットワードをワード単位で入出力し、前記画素データはＮビ
ットデータであり、前記復号手段は水平方向のサイズがＬないしＬ＋１の画素ブロックを
参照ブロックとして画像データを復元する手段を含み、
前記制御手段は、Ｐ回を単位として交互に前記第１および第２のバンクへアクセスして画
素データを読出して前記復号手段へ与える手段を含み、前記Ｐは（Ｌ＋１）／（Ｍ／Ｎ）
以上の整数でありかつ１つのバンクに対し連続してアクセスする回数を示す、請求項２記
載の画像復号装置。
【請求項７】
前記制御手段は、表示装置上での表示のために、前記Ｐ回を単位として交互に前記第１お
よび第２のバンクへアクセスして画素データを読出す手段をさらに備える、請求項５また
は６記載の画像復号装置。
【請求項８】
前記同期型メモリ素子は１６ビットデータを１ワードとしてワード単位でデータの入出力
を行ない、
前記画素データは８ビットデータであり、
前記制御手段は、５ワード単位で交互に前記第１および第２のバンクへアクセスする手段
を含む、請求項１または２記載の画像復号装置。
【請求項９】
前記同期型メモリ素子は８ビットデータを１ワードとして、前記ワード単位でデータの入
出力を行ない、
前記画素データは８ビットデータであり、
前記制御手段は、９ワード単位で交互に前記第１および第２のバンクをアクセスする手段
を含む、請求項１または２記載の画像復号装置。
【請求項１０】
前記制御手段は、前記同期型メモリ素子の１つの行アドレスの記憶位置に画像上水平方向
の少なくとも１ライン上に配列される画素データすべてを格納するように各画素データに
対しアドレスを発生する手段を含む、請求項１ないし９のいずれかに記載の画像復号装置
。
【請求項１１】
前記画像データ以外のデータを２Ｑワードを単位としてデータ配列順序に従ってＱワード
ずつ交互に前記第１および第２のバンクへ格納する手段を含む、請求項１ないし１０のい
ずれかに記載の画像復号装置。
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【請求項１２】
前記Ｑは４である、請求項１１記載の画像復号装置。
【請求項１３】
前記制御手段は、前記同期型メモリ素子に対し、各ワードのアドレスとして、最下位ビッ
ト位置をバンク指定アドレスビット位置としかつ上位ビットをバンク内の列位置を示す列
特定アドレスとする列アドレスを各ワードが有するように各画素データに対するアドレス
を生成する手段を含む、請求項１記載の画像復号装置。
【請求項１４】
前記制御手段は、ワードのアドレスとして、最下位から２番目のビット位置をバンク指定
アドレスビット位置とし、残りのビット列指定アドレスビットとして有する列アドレスを
各画素データに対するアドレスとして生成する手段を含む、請求項１記載の画像復号装置
。
【請求項１５】
前記制御手段は前記同期型メモリ素子の各ワードに対するアドレスとして、色差信号特定
信号としてバンク特定ビットを含むアドレス信号を各画素データに対して生成する手段を
含む、請求項２記載の画像復号装置。
【請求項１６】
前記第１の信号成分は輝度信号成分である、請求項１記載の画像復号装置。
【請求項１７】
　前記第 および第 の信号成分は色差信号成分である、請求項２記載の画像復号装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は符号化された画像データを復号してもとの画像データを復元する画像復号装置
に関し、特に、符号化された動画像データを復号し、かつ表示する画像復号表示装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
フレーム間予測符号化は、膨大なデータ量を有する動画像を符号化するためによく用いら
れる手法である。このフレーム間予測符号化とは、動画像の時間的相関を利用する符号化
手法であり、時間的に近接するフレーム（参照フレーム）に基づいて現在符号化している
フレームの画像データ（現画像データ）を予測し、その予測値と現画像データの差分（予
測誤差）を符号化する。参照画像と現画像の時間的相関が強い場合には、この差分は小さ
い値となるため、伝送すべきデータ量を低減することができ、情報の圧縮が効果的に行な
われる。予測に用いられるフレーム（またはフィールド）としては、現フレーム（または
フィールド）に対し時間的に前のフレーム（またはフィールド）および後のフレーム（ま
たはフィールド）の両方が用いられる。
【０００３】
このような予測符号化方式の１つに、動画像を対象とする国際標準であるＭＰＥＧ規格が
ある。このＭＰＥＧ規格の画像データの符号化および復号化方式は、たとえば、日経エレ
クトロニクス、１９９４年３月１４日号の第８２頁ないし第１１６頁に解説されている。
【０００４】
図４１は、ＭＰＥＧ規格に従うフレーム間予測符号化を説明するための図である。図４１
においては、符号化および復号化された画像の時間的配列が示される。図４１において、
９枚の画像Ｇ１～Ｇ９が代表的に示される。図４１において参照画像（フレームまたはフ
ィールド）と現画像の関係を矢印で示す。矢印の先が現画像であり、矢印のもとが参照画
像である。
【０００５】
画像Ｇ３は、Ｉピクチャーであり、フレーム間予測符号化を用いずに符号化が行なわれる
。すなわち、Ｉピクチャーは、フレーム内またはフィールド内符号化され、その画素デー
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タそのものが符号化される画像である。画像Ｇ６およびＧ９は、Ｐピクチャーであり、過
去の再生画像を用いてフレーム間またはフィールド間予測符号化処理される画像である。
画像Ｇ１，Ｇ２，Ｇ４，Ｇ５，Ｇ７およびＧ８は、Ｂピクチャーである、過去および未来
の再生画像のいずれかまたは両者の再生画像を用いて予測符号化される画像である。Ｂピ
クチャーは、ＩピクチャーおよびＰピクチャーまたはＰピクチャーおよびＰピクチャーの
組を用いて予測符号化される。Ｂピクチャーは予測符号化時および復号化時においては参
照画像として用いられない。図４１において、ＢピクチャーＧ１およびＧ２は、時間的に
後に位置する未来の画像（Ｉピクチャー）Ｇ３を用いて予測符号化される。Ｂピクチャー
Ｇ４およびＧ５は、時間的に前に位置する過去の再生画像であるＩピクチャーＧ３と、時
間的に後に位置する未来の再生画像であるＰピクチャーＧ６の両者を用いて予測符号化さ
れる。ＢピクチャーＧ７およびＧ８は、過去の再生画像であるＰピクチャーＧ６と未来の
再生画像であるＰピクチャーＧ９を用いて予測符号化される。
【０００６】
図４２は、１枚の画像の構成を概略的に示す図である。図４２においては、ＮＴＳＣサイ
ズの画像の構成が示される。１枚のＮＴＳＣサイズの画像は、輝度信号（Ｙ）については
、水平方向７２０画素、垂直方向４８０画素を含み、２種類の色差信号ＣｂおよびＣｒそ
れぞれについては、水平方向３６０画素、かつ垂直方向２４０画素を含む。ここで、「画
素」は、「画像信号」のサンプル点を示す。また「画像データ」は１枚の画像全体のデー
タを示す。
【０００７】
図４２において拡大して示すように、輝度信号（Ｙ）のサンプル位置（白丸印で示す）は
、画像画面上水平方向に整列して配置され、一方、色差信号（Ｃｂ，Ｃｒ）それぞれは、
水平方向および垂直方向それぞれについて輝度信号の２画素に対して１つの色差信号画素
が存在する。すなわち、色差信号ＣｂおよびＣｒのサンプリング周波数は、輝度信号Ｙの
サンプリング周波数の１／４となり、この符号化方式は、「４：２：０符号化方式」と呼
ばれている。
【０００８】
図４３（Ａ）および（Ｂ）は、画像復号処理を説明するための図である。図４３（Ａ）に
おいて、画像の復号処理は、マクロブロック（ＭＢ）と呼ばれる所定のサイズを有する画
素群を単位として復号処理（符号化処理も同様）が行なわれる。通常このマクロブロック
は、輝度信号については１６×１６画素のサイズを有し、色差信号ＣｂおよびＣｒそれぞ
れについては８×８画素のサイズを備える。この輝度信号Ｙのマクロブロックは、通常、
８×８画素の４つのブロックに分割される。ＭＰＥＧ規格における復号処理においては、
図４３（Ｂ）に示すように、動きベクトルＭＶと呼ばれるパラメータが利用される。この
動きベクトルＭＶは、復号中のフレームＦＰにおいて、復号されるブロックＭＢと参照フ
レームＦＲにおいて、最も相関関係の強い参照ブロック（予測ブロック）ＭＢＲの変位を
示す。復号処理においては、復号中のフレームＦＰのマクロブロックＭＢに対し、動きベ
クトルＭＢで指定される参照フレームＦＲ内の予測ブロックＭＢＲの画素データ（参照デ
ータ）との加算が行なわれ、このマクロブロックＭＢの各画素データの復元が行なわれる
。
【０００９】
符号化された画像データを復号（して表示）する装置においては、復号後の画像データを
格納するために、外部にメモリが必要とされる。図４１に示すように、Ｂピクチャーの復
号のためには、過去および未来の２枚の画像データが必要とされる。Ｂピクチャーは参照
画像としては用いられないが、転送される画像データはフレーム順序が入れ換えられてい
るため（未来からの動き補償を可能にするため、時間的に後の画像が伝送順序においては
先に送られる）、正しい時間順序に直すために、このＢピクチャーデータも外部メモリに
格納する必要がある。また、復号された画像データについてはマクロブロック単位で画素
データが与えられ、一方表示は、ラスター走査順（図４２の水平方向に沿って順に画素デ
ータを表示し、１ラインの表示完了後次の行の画素データの表示を行なう）で行なうため
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、この画素データの順序を変換する必要があり、また参照画像が表示される前に、新たに
復元された画像データで書換えられるのを防止するために、外部メモリとしては、少なく
とも３フレームの画像データを格納する記憶容量を有することが要求される。ＮＴＳＣサ
イズ画像においては、フレームの輝度信号は７２０・４８０画素を有し、また色差信号Ｃ
ｂおよびＣｒは、それぞれ３６０・２４０画素を有する。１画素データが８ビットで表現
される場合、１フレームのデータ量はしたがって７２０・４８０・８×１．５＝３．９６
Ｍビットと約４Ｍビットとなる。ここで、係数１．５は、２種類の色差信号ＣｂおよびＣ
ｒの画素数を考慮している。したがって、外部メモリとしては、１２Ｍビット以上の大き
な記憶容量が要求される。
【００１０】
また、画像復号表示装置においては、外部メモリに対するアクセスの種類として、復元さ
れた画像データの書込、復号処理時における予測画像（参照画像）データの読出、および
表示画像の読出という動作がある。復号処理時においては、ＭＰＥＧ規格によれば、最大
４つの動きベクトルが必要とされ、ＮＴＳＣサイズの３０フレーム／秒の表示速度の場合
、外部メモリに対し行なわれるデータ転送の総量は、約１００Ｍバイト／秒にも達する。
【００１１】
このような大きなデータ転送帯域を確保する１手法として、データ幅の拡張がある。たと
えば、ページモードアクセスが２０ＭＨｚで行なえるデータ幅１６ビットの４ＭビットＤ
ＲＡＭを、４個並列に接続し、データ幅を６４ビットとする。この構成に従えば、単純に
計算して、２０ＭＨｚ・８バイト＝１６０Ｍバイト／秒のデータ転送能力が確保されるこ
とになり、前述の要求されるデータ転送帯域に対する要求性能を満足することができる。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
上記の４ＭビットＤＲＡＭを４つ並列に接続する構成の場合、１ワードが８バイトとなり
、同時に８画素のデータを転送することができる。しかしながら、画像データ復元時にお
いて参照ブロックの画素データを読出す場合、動きベクトルの値により不必要な画素デー
タが数多く読出される場合が生じる。
【００１３】
図４４に示すように、水平方向に整列して配置される画素０～２４…を考える。１ワード
は８個の画素データで構成される。したがって、画素０～７が同時に読出され、また画素
８～画素１５が１ワードとして同時に読出される。輝度信号参照ブロックが、画素７ない
し画素２２で構成される場合を考える。この場合、必要とされる参照ブロックの画素デー
タを読出すためには、画素０～画素７からなるワード、画素８～画素１５からなるワード
、および画素１６～画素２３からなるワードの３ワードを読出し、画素０～画素６および
画素２３を切捨てる操作が必要とされる。すなわち、１６画素のデータを読出す場合、３
ワードを読出す必要がある。１ワードが８バイトで構成されており、８個の画素単位で画
素データが読出されるためである。したがって、このような参照ブロックの画素データ読
出時において不必要な画素データが読出され、データ転送効率が悪くなるという問題が生
じる。
【００１４】
また、参照ブロックにおいて、画素ラインを切換える場合、ＤＲＡＭにおいては、通常、
同じロウアドレスの位置に、１画素ラインの画素データが配置されるため、したがって、
画素ラインを切換える場合には、ロウアドレスを変更する必要があり、この場合、行切換
のためにページモードアクセスが利用することができず、行切換（ページ切換）のための
オーバヘッドが生じ、データ転送効率が劣化する。
【００１５】
さらに、最近、１６ＭビットＤＲＡＭが広く利用されてきている。このような１６Ｍビッ
トＤＲＡＭを用いれば、用いられるメモリの数を低減することができ、装置占有面積の低
減およびコスト低減（１個の１６ＭビットＤＲＡＭの価格は、４ＭビットＤＲＡＭ４個の
価格よりも低い）が実現される。しかしながら、１６ＭビットＤＲＡＭの場合、そのＩ／
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Ｏ構成（データ幅）は、通常最大１６ビットであり、したがって前述の１００Ｍバイト／
秒という要求される広いデータ転送帯域（バンド幅）を実現することができない。
【００１６】
前述のようなダイナミック・ランダム・アクセス・メモリ（ＤＲＡＭ）を用いる手法に代
えて、高速メモリを採用する手法がある。特に、近年汎用ＣＰＵ（中央処理装置）の高性
能化に従って、汎用ＤＲＡＭ（ダイナミック・ランダム・アクセス・メモリ）とＣＰＵと
の動作速度の差が顕著となり、汎用ＤＲＡＭのデータ転送能力不足が問題となっている。
すなわち、汎用ＤＲＡＭのデータ転送能力に併わせてＣＰＵのウェイト時間が長くなり、
したがって汎用ＤＲＡＭのデータ転送能力不足がシステム性能に対する１つのボトルネッ
クとなるという問題が生じてきている。このような汎用ＤＲＡＭのデータ転送能力不足を
解決することを目的とする高速ＤＲＡＭが種々実現されている。このような高速ＤＲＡＭ
の１つに、シンクロナスＤＲＡＭ（同期式ＤＲＡＭ：以下、ＳＤＲＡＭと称す）がある。
【００１７】
図４５は、ＳＤＲＡＭの構成を概略的に示す図である。図４５において、ＳＤＲＡＭは、
２つのバンクＢＫＡおよびＢＫＢと、クロック信号ＣＬＫに同期して選択状態とされたバ
ンク（ＢＫＡまたはＢＫＢ）のデータの入出力を行なう入出力回路ＲＤを含む。Ａバンク
ＢＫＡおよびＢバンクＢＫＢは、互いに独立に活性状態への駆動およびプリチャージ状態
への駆動を行なうことができ、またこれらのバンクＢＫＡおよびＢＫＢは、行列状に配列
されるダイナミック型メモリセルを含む。クロック信号ＣＬＫはたとえばシステムクロッ
クであり、周波数６６ＭＨｚないし１００ＭＨｚと高速である。バンクＢＫＡおよびＢＫ
Ｂは、それぞれ、メモリ番地は、２次元のアドレスすなわちロウアドレスおよびコラムア
ドレスにより指定される。同じロウアドレス（以下同じページと称す）のデータは高速に
連続してアクセスすることが可能である。ロウアドレスにより、１ページのメモリセル（
またはワード線）が指定されて選択状態とされて、この選択ページのデータが、周知のよ
うに、センスアンプによりラッチされているためである。１つのバンクにおいて、異なる
ページのデータをアクセスする場合には、ロウアドレスを変更する必要がある（別のワー
ド線を選択状態とする必要がある）。この別のロウアドレスの指定のためには、汎用ＤＲ
ＡＭと同様、選択状態とされた行（ワード線）を非選択状態とした後に再び別のロウアド
レスに対応する行（ワード線）を選択状態へ駆動する必要があり、したがって、１つのバ
ンクにおいて、ページ変更のためにはある時間が必要とされる。これらのロウアドレス変
更のためのオーバヘッドを解消するために、図４５に示すように、ＳＤＲＡＭにおいては
、ＡバンクＢＫＡおよびＢバンクＢＫＢが設けられる。一方のバンクへのアクセス時に、
他方のバンクを選択状態へ駆動し、一方のバンクのロウアドレス変更時に他方のバンクへ
アクセスすることにより、このロウアドレス変更のオーバヘッドを解消することが図られ
る。しかしながら、以下に説明するように、このＳＤＲＡＭのバンク構成を利用して高速
データ転送を実現するためには、バンクＢＫＡおよびＢＫＢにおける画素データの配置に
対し工夫が必要とされる。
【００１８】
たとえば、図４６（Ａ）に示すように、ＡバンクおよびＢバンクそれぞれに対し、交互に
画素ラインの画素データを格納することを考える。すなわち、１枚の画像データにおいて
、奇数ラインの画素データをＡバンクに格納し、偶数ラインの画素データをＢバンクに格
納する。この場合、ラスター走査方式に従って順次画素データを読出す場合には、ＳＤＲ
ＡＭのバンク構成の特徴を活かして、高速でデータの転送を行なうことができる。しかし
ながら、図４６（Ｂ）に示すように、画素ラインには輝度信号画素は７２０画素配置され
、色差信号Ｃｂ，Ｃｒの画素はそれぞれ３６０画素配置される。通常１６ＭビットＳＤＲ
ＡＭのコラムアドレスは２５６（０～２５５）であり、１コラムアドレスのメモリ位置に
１６ビットのデータを格納することができたとしても、７２０画素の全てを１ページに格
納できない。
【００１９】
図４７は、ＳＤＲＡＭのデータ読出シーケンスを示す図である。図４７に示すように、Ｓ
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ＤＲＡＭにおいては、このＳＤＲＡＭが実行すべき動作指令はコマンドの形で与えられる
。このコマンドは、クロック信号の立上がりまたは立下がりの一方で取込まれてデコード
されてＳＤＲＡＭの実行すべき動作が決定される。
【００２０】
アクティブコマンドは、ＳＤＲＡＭにおいて、バンクを指定して、指定されたバンクにお
いてページを選択する動作を指定する。このアクティブコマンドは、また指定されたバン
クにおける、メモリサイクルの始まりを指定する。このアクティブコマンドに従ってペー
ジが選択状態とされ、すなわち指定されたバンクにおいてワード線が選択状態とされ、メ
モリセルデータが内部の列（ビット線対）上に読出されてセンスアンプで検知され増幅さ
れてラッチされる。このアクティブコマンドが与えられてから選択されたメモリセルのデ
ータが検知されてラッチされるまでに２クロックサイクル必要とされる。
【００２１】
リードコマンドは、データ読出動作を指定する。このリードコマンドは、また同時にデー
タ読出を受けるバンクおよび列を指定する（リードコマンドと同時にコラムアドレスおよ
びバンクアドレスが与えられる）。このリードコマンドにより選択された列のデータ（ワ
ード）が読出される。
【００２２】
プリチャージコマンドは、バンクを指定し、この指定されたバンクを非選択状態へ駆動す
る。ＳＤＲＡＭにおいては、非選択時においては、内部の信号線はすべて所定の電位にプ
リチャージされる。このプリチャージコマンドにより指定されたバンクにおいてすべての
信号線がプリチャージ状態に復帰するまでに、２クロックサイクルが必要とされる。した
がって、プリチャージコマンドとアクティブコマンドとの間には、最低２クロックサイク
ル必要とされる。１つのバンクにおいてページの変更を行なう場合、プリチャージコマン
ドを与えてから、再びアクティブコマンドを与える必要がある。したがって、このページ
変更のためには、最低４クロックサイクルが必要とされる。他方のバンクにおいてデータ
が読出されている場合、この４クロックサイクル、すなわち４ワードのデータよりも少な
いデータしか読出されない場合、このページ変更を行なう前に、他方のバンクのデータ（
破線ブロックで示す）がすべて読出された場合、ページ変更に必要とされるクロックサイ
クルすべてを利用してデータを読出すことができず、結果としてページ変更のオーバヘッ
ドをすべて隠すことができず、高速データ転送を実現することができなくなる。
【００２３】
それゆえ、この発明の目的は、効率的にデータ転送を行なうことのできる同期式メモリを
備える画像復号装置を提供することである。
【００２４】
この発明の他の目的は、同期式メモリの有するデータ転送能力を最大限に発揮して効率的
にデータ転送を行なうことのできる画像復号装置を提供することである。
【００２５】
【課題を解決するための手段】
　請求項１に係る画像復号装置は、互いに独立にメモリセル選択動作を行うことのできる
第１および第２のバンクを有し、クロック信号に同期してデータの入出力が行われる同期

メモリ素子と、符号化された画像データに含まれるサンプル画素データを受けて復号し
てもとの画像データを復元するための復号手段と、この復号手段により復元された画像デ
ータを同期 メモリ素子へ格納するための制御手段とを備える。この制御手段は、第１の
信号成分について画像上水平方向に一列に配列される画素データが、

画素を単位として交互に第１および第２のバンクに格納されるように復号手段からの
画像データに含まれる画素データを同期 メモリ素子へ書込む手段を含む。
【００２６】
　請求項２に係る画像復号装置は、 画素データ 互いに種類
が異なり、かつサンプル数の等しい第 および第 の信号成分を含む。
【００２７】
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連続して隣接する２
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請求項１の装置において、 が、
２ ３



　請求項２に係る画像復号装置は、さらに 御手段 、 につ
いて同じ 画素の第 および第 の信号 が第１および第２のバンクの同じアド
レス位置に格納されるように画像データ を同期 メモリ素子へ書込
む手段を含む。
【００２８】
請求項３に係る画像復号装置は、同期式メモリ素子が、Ｍビットを１ワードとしてワード
単位でデータの入出力を行ない、画素データの輝度信号線分は、Ｍ／２ビットデータであ
り、２つの隣接画素を単位として交互に第１および第２のバンクに画素データが格納され
る。
【００２９】
　請求項４に係る画像復号装置は、請求項１の装置において、同期 メモリ素子がＭビッ
トを１ワードとしてワード単位でデータの入出力を行い、画素データの輝度信号成分が

ットデータであり、 画素ごとに交互に第１および第２のバンクへ画素データが格納さ
れる。
【００３０】
請求項５に係る画像復号装置が、請求項１の装置にいおて、同期式メモリ素子は、Ｍビッ
トワードをワード単位で入出力し、画素データはＮビットデータあり、復号手段は、水平
方向のサイズがＬないしＬ＋１の画素ブロックを参照画像ブロックとして画像データを復
元する手段を含み、また制御手段はＰ回を単位として交互に第１および第２のバンクへア
クセスして画素データを読出して復号手段へ与える手段を含む。Ｐは、（Ｌ＋１）／（２
・Ｍ／Ｎ）以上の整数でありかつ連続して１つのバンクに対しアクセスされるワードの回
数を示す。
【００３１】
請求項６に係る画像復号装置は、請求項２の装置において、同期式メモリ素子がＭビット
ワードをワード単位で入出力し、画素データはＮビットデータであり、復号手段は水平方
向のサイズがＬないし（Ｌ＋１）の画素ブロックを参照画素ブロックとして画像データを
復元する手段を含み、制御手段はＰ回を単位として交互に第１および第２のバンクへアク
セスして画素データを読出して復号手段へ与える手段を含む。Ｐは（Ｌ＋１）／（Ｍ／Ｎ
）以上の整数であり、かつ１つのバンクに対し連続してアクセスされる回数を示す。
【００３２】
請求項７に係る画像復号装置は、請求項５または６の装置において、制御手段が表示装置
上での表示のためにＰ回を単位として交互に第１および第２のバンクへアクセスして画素
データを読出す手段をさらに備える。
【００３３】
請求項８に係る画像復号装置は、請求項１または２の装置において、同期式メモリ素子が
１６ビットデータを１ワードとしてワード単位でデータの入出力を行ない、画素データは
８ビットデータであり、制御手段は５ワード単位で交互に第１および第２のバンクへアク
セスする手段を含む。
【００３４】
請求項９に係る画像復号装置は、請求項１または２の装置において、同期式メモリ素子が
８ビットデータを１ワードとしてワード単位でデータの入出力し、画素データは８ビット
データであり、制御手段は９ワード単位で交互に第１および第２のバンクをアクセスする
手段を含む。
【００３５】
請求項１０に係る画像復号装置は、請求項１ないし９のいずれかの装置において、同期式
メモリ素子の１つの行アドレスの記憶位置に画像上水平方向の少なくとも１ライン上の画
素データすべてを格納するようにアドレスを発生する手段を含む。
【００３６】
請求項１１に係る画像復号装置は、請求項１ないし１０のいずれかの装置において、さら
に画像データ以外のデータを２Ｑワードを単位としてデータ配列順序に従ってＱワードず
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型
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ビ ２



つ交互に第１および第２のバンクへ格納する手段を含む。
【００３７】
請求項１２に係る画像復号装置は、請求項１１の装置において、Ｑは４であり、４ワード
ずつ交互に第１および第２のバンクへ画像データ内のデータがデータ配列順序に従って格
納される。
【００３８】
請求項１３に係る画像復号装置は、請求項１の装置において、制御手段は同期式メモリ素
子に対しワードのアドレスとして、最下位ビット位置をバンク指定アドレスビット位置と
しかつ上位ビットをバンク内列位置を示す列特定アドレスとする列アドレスを各ワードが
有するように各画素データに対するアドレスを生成する手段を含む。
【００３９】
請求項１４に係る画像復号装置は、請求項１の装置において、制御手段がワードのアドレ
スとして、最下位から２番目のビットをバンク指定アドレスビットとし、残りのビット列
指定アドレスビットとして有する列アドレスを生成する手段を含む。
【００４０】
請求項１５に係る画像復号装置は、請求項２の装置において、制御手段が、ワードのアド
レスとして色差信号特定信号としてバンク特定ビットを含むアドレス信号を生成する手段
を含む。
【００４１】
請求項１６に係る画像復号装置は、請求項１の第１の信号成分が輝度信号成分である。
【００４２】
　請求項１７に係る画像復号装置は、請求項２の第 および第 の信号成分が 信号成
分である。
【００４３】
最大２画素の隣接画素を単位として交互に第１および第２のバンクへ格納することにより
、ページ変更時においては、バンク切換により輝度信号データを連続的に入出力すること
ができる。また参照画像データ読出時においても分数精度で動き補償された予測画像の読
出時においても第１および第２のバンクのアクセスワード数を同じとして画素データを読
出すことができ、また不必要な画素データ数を最小とすることができる。
【００４４】
２種類の色差信号はそれぞれ第１および第２のバンクの同じアドレス位置へ格納すること
により、色差信号画素データをバンク切換を利用してページ変更時においても連続的に入
出力することができる。また、色差信号の画素数は水平方向について輝度信号の画素数の
１／２であり、最大２画素ずつ交互に第１および第２のバンクへ輝度信号画素データを格
納する構成と組合せれば、１つのバンクの格納する１ラインの画素数は輝度信号と色差信
号とで等しくなり、輝度信号および色差信号のデータ入出力時における同期式メモリへの
アクセス制御が同じとなり、アクセス制御が簡略化される。
【００４５】
【発明の実施の形態】
［実施の形態１］
図１（Ａ）は、この発明に従う画像復号表示装置におけるＳＤＲＡＭ上への画像データの
配置方法を概略的に示す図である。図１（Ａ）において、ＳＤＲＡＭは２つのバンクＢＫ
Ａ（Ａバンク）およびバンクＢＫＢ（Ｂバンク）を含む。バンクＢＫＡおよびＢＫＢは同
じ構成を備え、ロウアドレスＡＤＸとして、０～２０４７を有し、コラムアドレスＡＤＹ
として０～２５５を有する。このＳＤＲＡＭにおいては、ロウアドレスＡＤＸとコラムア
ドレスＡＤＹとにより１ワードの記憶位置が指定される。１ワードは１６ビットである。
したがってこのＳＤＲＡＭは、記憶容量として２０４８・２５６・１６・２＝１６Ｍビッ
トを備える。先に説明したように、ＮＴＳＣサイズの画像において、第１の信号としての
輝度信号は７２０画素（列）・４８０画素（行）を含み、第１，第２のサンプル数の等し
い信号としての色差信号ＣｂおよびＣｒそれぞれは、３６０画素（列）・２４０画素（行
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）を含む。
【００４６】
輝度信号画素データおよび色差信号画素データは８ビットデータである。ＳＤＲＡＭの１
ワードは１６ビットであり、１ワードに２画素のデータを格納することができる。Ａバン
クＢＫＡおよびＢバンクＢＫＢは同じアドレス配置を有しており、ＳＤＲＡＭの１つのア
ドレス（バンクアドレスを除く）に４画素のデータを格納することができる。したがって
、以下に詳細に示すように、ＡバンクＢＫＡおよびＢバンクＢＫＢ両者を用いれば、１８
０個のコラムアドレスに７２０画素のデータを格納することができ、輝度信号１ライン分
の画素データを１つのロウアドレスについて格納することができ、また２つの色差信号Ｃ
ｂおよびＣｒ両者の１ライン（３６０・２＝７２０）の画素データを同一ロウアドレス位
置に格納することができる。
【００４７】
図１（Ａ）においては、ロウアドレス０～７１９、コラムアドレス０～１７９にフレーム
♯０の画素データが格納され、ロウアドレス７２０ないし１４３９にフレーム♯１の画素
データが格納される。後に詳細に説明するように、１つのバンクにおいて、各フレームは
、４８０画素行および３６０画素列に配列される輝度信号Ｙの画素データと２４０画素行
・３６０画素列に配列される色差信号（ＣｂまたはＣｒ）を備える。
【００４８】
図１（Ｂ）に示すように、１つのロウアドレスＡＤＸｉにおいて、コラムアドレスＡＤＹ
は、０番地～１７９番地を有する。１つのコラムアドレスに対し、２画素のデータが格納
される。したがってロウアドレスＡＤＸｉについて３６０個の画素ＰＸ０～ＰＸ３５９の
画素データが格納される。バンクＢＫＡおよびバンクＢＫＢ両者が同じ構成を備えるため
、バンクＢＫＡおよびＢＫＢの同じロウアドレス位置に合計７２０画素のデータが格納さ
れる。この７２０個の画素データを、後に詳細に説明するように、効率的な画素データ転
送を実現するように各バンクに振分ける。すなわち、１つのバンクにおいて、輝度信号Ｙ
の画素の半分の画素（４８０画素行・３６０画素列）と色差信号ＣｂおよびＣｒの画素全
体の半分の画素（２４０画素行・３６０画素列）の画素データを格納する。
【００４９】
ＳＤＲＡＭの１つのロウアドレスに対し同一ライン上の画素データがすべて格納するよう
に配置することにより、以下のような効果が得られる。１つのロウアドレスについてすべ
てのメモリ位置を利用して画素データを格納した場合、ロウアドレスと画素ラインとの対
応関係がなくなる。すなわち、１つのロウアドレスにおいて２つのラインの画素データが
混在する。このような構成の場合、各画素ラインの始まるコラムアドレス位置が異なる。
すなわち、１つの画素ラインの先頭コラムアドレス位置がばらばらに分散される。したが
って、参照画像ブロックを読出す場合、ページ変更を頻繁に行なう必要が生じ、ページ変
更時のオーバヘッドが無視できなくなる場合が生じる。また各ページの先頭コラムアドレ
ス位置を常時監視して参照ブロックの画素データを読出す必要が生じ、制御が複雑となる
。これに対し、１つのロウアドレスと画素ラインとを対応づけることにより、画素ライン
とロウアドレスとの対応関係は１対１となり（ロウアドレス１つに対し１画素ラインの画
素データが格納される場合）、各画素ラインの先頭コラムアドレス位置も常時同じとなり
、参照ブロックの画素データ読出時において、動きベクトルに従って容易に必要とされる
画素データを読出すことができる。
【００５０】
図２（Ａ）－（Ｃ）は、輝度信号（Ｙ）の画素データのＳＤＲＡＭの記憶位置への配置を
詳細に示す図である。図２（Ａ）において、１フレームの各ラインに配置される輝度信号
（Ｙ）の画素において、隣接する２画素が、ＳＤＲＡＭの１ワードとして処理される。し
たがってフレームの各ラインには、ＳＤＲＡＭの３６０ワードの画素が存在する。偶数番
号のワード♯０，♯２，♯４…は、ＡバンクＢＫＡ（以下、単にバンクＡと称す）に格納
され、奇数番号のワードー♯１，♯３，♯５…は、ＢバンクＢＫＢ（以下、単にバンクＢ
と称す）に格納される。
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【００５１】
図２（Ｂ）に示すように、ＳＤＲＡＭのｎ番地のロウアドレスの記憶位置に関して、バン
クＡにおいては、ワード♯０，♯２，♯４…がコラムアドレス０，１，２，…にそれぞれ
格納され、またバンクＢにおいては、ワード♯１，♯３，♯５，…がコラムアドレス０，
１，２，…にそれぞれ格納される。
【００５２】
図２（Ｃ）に示すように、（ｎ＋１）番地のロウアドレスに関しても、同様、バンクＡに
おいては偶数番号のワード♯０，♯２，♯４，…がコラムアドレス０，１，２，…に格納
され、バンクＢにおいて、ワード♯１，♯３，♯５，…がコラムアドレス０，１，２，…
にそれぞれ格納される。したがってバンクＡにおいて、１つのロウアドレスの記憶位置に
おいて、１ラインの偶数番号のワードに相当する輝度信号の画素データが格納され、バン
クＢにおいては、奇数番号のワードに相当する輝度信号の画素データが格納される。この
場合、１つのロウアドレスについて、バンクＡおよびバンクＢそれぞれにおいて３６０画
素のデータが格納される。
【００５３】
図３（Ａ）－（Ｃ）は、色差信号ＣｂおよびＣｒの画素データのＳＤＲＡＭの記憶位置上
への配置を示す図である。図３（Ａ）において、色差信号Ｃｂの同じラインにおける隣接
２画素がＳＤＲＡＭの１ワードとして処理される。同様、色差信号Ｃｒも同一ラインにお
いて隣接する２画素がＳＤＲＡＭの１ワードとして処理される。すなわち、フレーム内の
１ラインにおいて、色差信号Ｃｂの画素は、ワードＣｂ♯０，Ｃｂ♯１，…と合計１８０
ワード配置され、同様、色差信号Ｃｒもフレーム内の１ラインにおいて１８０ワードＣｒ
♯０、Ｃｒ♯１、…が配置される。
【００５４】
図３（Ｂ）に示すように、ロウアドレスｎの記憶位置においてバンクＡには、色差信号Ｃ
ｂの画素データが、ワードを単位としてコラムアドレスそれぞれに配置され、またバンク
Ｂにおいては、色差信号Ｃｒの画素が、２画素を１ワードとして各コラムアドレスに対応
して格納される。図３（Ｃ）に示すように、ロウアドレスｎ＋１の記憶位置においても同
様、バンクＡには色差信号Ｃｂの画素のデータが２画素を１ワードとして各コラムアドレ
スに格納され、バンクＢにおいては、色差信号Ｃｒの２画素を１ワードとして各コラムア
ドレスに格納される。
【００５５】
この色差信号ＣｂおよびＣｒはそれぞれバンクＡおよびバンクＢに別々に格納することに
より、バンクＡおよびバンクＢにおいて１つのロウアドレスの記憶位置（１行）において
輝度信号および色差信号ともに３６０画素（１８０ワード）の画素データが格納される。
図４（Ａ）は輝度信号（Ｙ）のライン番号ｎ上の画素の配列を示し、図４（Ｂ）は、画素
ＰＸｉのＳＤＲＡＭ上のアドレスの構成を示す図である。図４（Ａ）において、ライン番
号ｎにおいて画素ＰＸ０…ＰＸｉ，ＰＸｉ＋１，…が配置される。ここで、ライン番号ｎ
は０から始まる。画素ＰＸｉのアドレスは、図４（Ｂ）に示すように、ライン番号ｎと画
素ＰＸｉの番号ｉとから得られる。すなわちロウアドレスは、ライン番号ｎ（偶数フレー
ム♯０）またはライン番号（ｎ）＋７２０（奇数フレーム♯１）で与えられる。コラムア
ドレスは、画素番号ｉを２進表示した上位ビットで与えられる。下位２ビットは、バンク
アドレスビットＢＡおよび上位／下位表示ビットＵ／Ｌとして利用される。バンクアドレ
スビットＢＡが、上位／下位指示ビットＵ／Ｌより上位に配置される。バンクアドレスビ
ットＢＡが０の場合にはバンクＡが指定され、バンクアドレスビットＢＡが１の場合には
バンクＢが指定される。ビットＵ／Ｌが０の場合には上位バイトが指定され、ワードにお
ける先頭画素が指定される。ビットＵ／Ｌが１の場合には、下位バイトが指定され、ワー
ドの後の画素を示す。このワードにおける先頭画素が上位バイトに格納される代わりに、
下位バイトに格納されてもよい。
【００５６】
ロウアドレスの生成は、偶数フレームまたは奇数フレームに従ってライン番号ｎから容易
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に生成される。一方、画素番号ｉが得られれば、容易に、ＳＤＲＡＭに対するアドレスを
生成することができる。今、具体的に画素番号ｉからアドレスを生成する方法について説
明する。
【００５７】
今、図５（Ａ）に示すように、輝度信号画素ＰＸ２４８を考える。１０進数の「２４８」
を２進表示すると、“１１１１１０００”となる。輝度信号画素は、１ライン上に７２０
個存在するために１０ビットのアドレスで画素位置が表現される。図５（Ｂ）に示すよう
に、上位８ビットをＳＤＲＡＭのコラムアドレスとして用いて、最下位から２番目のビッ
トをバンクアドレスビットＢＡとして用い、最下位ビットを上位／下位指示ビットＵ／Ｌ
として利用する。したがって、この場合、ＳＤＲＡＭに対するコラムアドレスは、６２と
なり、バンクアドレスビットＢＡが０であり、バンクＡが指定され、上位／下位指示ビッ
トＵ／Ｌが０であるため、上位バイトが指定される。したがって、図５（Ｃ）に示すよう
に、バンクＡにおいてコラムアドレス♯６２のワードの先頭位置に画素ＰＸ２４８のデー
タが格納される。
【００５８】
図６は、色差信号の画素番号とＳＤＲＡＭのアドレスとの対応関係を示す図である。図６
においても、図４（Ａ）に示す画素ＰＸｉのアドレスが示される。色差信号の場合、ロウ
アドレスは、図１の画素配置から明らかなように、ロウ番号＋４８０（偶数フレーム）ま
たはライン番号＋１２００（奇数フレームの場合）で与えられる。輝度信号の画素データ
に比べてロウアドレスが４８０大きくなるのは色差信号は輝度信号格納領域よりも上位の
ロウアドレス領域に格納されるためである。画素番号ｉはコラムアドレスと上位／下位指
示ビットＵ／Ｌに分解される。この画素番号ｉを２進表示し、最下位ビットを上位／下位
指示ビットＵ／Ｌとして利用する。バンクアドレスビットＢＡは、色差信号ＣｂおよびＣ
ｒ特定信号として与えられる。色差信号Ｃｂの場合には、バンクアドレスビットＢＡは０
であり、バンクＡを指定し、色差信号Ｃｒの場合、バンクアドレスビットＢＡは１であり
、バンクＢを指定する。このバンクアドレスビットＢＡは、図６に示す最上位ビット（ロ
ウアドレスの左側）の位置に配置されてもよい。
【００５９】
今、図７（Ａ）に示すように、色差信号ＣｂまたはＣｒの画素ＰＸ２４８のアドレスを考
える。色差信号の場合、１ライン上には３６０画素が配列されるが輝度信号に合わせて、
１０ビットで画素位置が表現される。この画素番号２４８を２進表示し、最下位ビットを
上位／下位指示ビットＵ／Ｌとして利用する。「２４８」は、“１１１１１０００”で表
現されるため、最下位ビットの０を除くと、コラムアドレスが１２４となる。すなわち、
図７（Ｃ）に示すように、ＳＤＲＡＭにおいてワード位置（コラムアドレス）♯１２４の
位置の上位バイト位置に画素データＰＸ２４８が格納される。バンクＡに格納されるかバ
ンクＢに格納されるかは、この画素データＰＸ２４８が色差信号Ｃｂの画素データである
か色差信号Ｃｒの画素データであるかにより決定される。
【００６０】
上述のようにして、画素単位で各ラインに配列される画像データにおいて、水平方向の隣
接２画素を単位としてバンクＡおよびバンクＢに選択的に格納する場合でも、各画素デー
タのＳＤＲＡＭにおける格納位置を指定することができる。
【００６１】
画像データを隣接２画素単位でＳＤＲＡＭのバンクへ選択的に格納することにより、以下
に詳細に説明するように、画像データの転送、特に参照画像ブロックの読出を効率的に行
なうことが可能となる。
【００６２】
［予測画像（参照画像）ブロック画素データの読出］
図８（Ａ）は、動き補償予測画像の復号処理を概略的に示す図である。図８（Ａ）におい
て、現画像ブロックは、輝度信号（Ｙ）については１６行・１６列に配列された画素で構
成され、色差信号（Ｃｂ，Ｃｒ）については、８行・８列に配列された画素で構成される
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。現画像ブロックの画素データの予測値を与える参照画像ブロックは、現画像ブロックと
同じサイズを備える。所定の処理が行なわれて復号された現画像ブロックの画素データは
、参照ブロックの対応の画素データとの差分値を示している。したがって、復号処理にお
いては更に、この現画像ブロックの各画素と参照画像ブロックの各対応の画素のデータと
が加算され、現画像データが復元される。参照画像において現画像ブロック位置から参照
画像ブロック位置に対する変位は動きベクトルで示される。したがって、現画像ブロック
の各画素は復元時には、動きベクトルで示される位置に存在する画素と加算処理が行なわ
れる。
【００６３】
この動き補償予測符号化においては、整数精度での予測および分数精度での予測がある。
整数精度での予測においては、動きベクトルの水平方向成分および垂直方向成分はともに
整数である。
【００６４】
一方、分数精度予測においては、この動きベクトルの水平方向成分Ｈおよび垂直方向成分
Ｖは分数値をとることができる。本実施例においては、動きベクトルの参照単位として、
１／２画素、すなわち１／２精度が用いられる。
【００６５】
図８（Ｂ）に、１／２画素精度の動きベクトルと対応の画素位置を例示的に示す。図８（
Ｂ）においては、図面の水平右方向が動きベクトルの水平方向成分Ｈの正の方向であり、
一方、図面の下部方向が、動きベクトルの垂直方向成分Ｖの正の方向である。動きベクト
ルを（Ｈ，Ｖ）で示すと、画素ＰＸｅが、動きベクトル（０，０）の位置に対応する。水
平方向の正および負の方向に１画素離れた位置に配置される画素ＰＸｆおよびＰＸｄの動
きベクトルはそれぞれ（１，０）および（－１，０）である。画素ＰＸｅから垂直方向に
１画素変位した画素ＰＸｂに対する動きベクトルは（０，－１）である。この画素ＰＸｂ
に水平方向に隣接する画素ＰＸｃおよびＰＸａは、それぞれ動きベクトル（１，－１）お
よび（－１，－１）を有する。１／２画素精度においては、動きベクトルは±１／２を水
平方向成分Ｈおよび垂直方向成分Ｖ両者においてとることができる。画素ＰＸ１から１／
２画素垂直方向の負の方向に変位した画素ＰＸｇの動きベクトルは（０，－１／２）であ
る。画素ＰＸｅに対し水平方向および垂直方向それぞれにおいて１／２画素負の方向に変
位した画素ＰＸｈの動きベクトルは（－１／２，－１／２）である。
【００６６】
動きベクトルの値域は、予め定められた探索範囲（最も相関度の高い参照画素ブロックを
探索することのできる範囲）により決定され、動きベクトルはその整数値として任意の値
をとることができる。この１／２画素精度の場合、画素ＰＸｇまたはＰＸｈは、サンプリ
ングされた画素ではない。これらは画素と画素の間に存在する仮想的な画素であり、した
がって画素ＰＸｈのデータは、隣接する画素ＰＸａ，ＰＸｂ，ＰＸｄおよびＰＸｅを用い
てたとえば算術平均を行なって算出される。画素ＰＸｇの場合には、画素ＰＸｂおよびＰ
Ｘｅのデータから算出される。したがってこれらの１／２画素精度の場合、画素ＰＸｈな
どの中間位置に存在する画素のデータを算出するために、整数精度における参照画像ブロ
ックよりも１画素拡張された大きさの画像ブロックを読出すことが必要とされる。
【００６７】
図８（Ｃ）において、現画像ブロックに対し、動きベクトル（－１／２，－１／２）の参
照画像ブロックを破線で示す。この破線で示される参照画像ブロックの画素はすべてサン
プリングされた画素データから算出する必要がある。したがって、この参照画像ブロック
を格納する画像ブロックを読出す必要がある。動きベクトルがたとえば（－１／２，－１
／２）の場合、輝度信号に関しては、１７画素・１７画素の画像ブロックを読出す必要が
あり、また色差信号の場合には、９画素・９画素の画像ブロックを読出す必要が生じる。
すなわち、分数成分を有する方向について現画像ブロックよりも１画素大きなサイズを有
する画像ブロックを読出す必要がある。したがって、動きベクトルの値に従って、１６・
１６画素の輝度信号の画素ブロックの場合、１６・１６、１７・１６、１６・１７、また
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は１７・１７画素の画像ブロックを読出すことが必要とされる。８・８画素の色差信号の
現画像ブロックについても、したがって動きベクトルの値に従って８・８画素、８・９画
素、９・８画素、および９・９画素の画素ブロックを読出すことが必要となる。
【００６８】
図９（Ａ）は輝度信号の１７画素ＰＹ０～ＰＹ１６と読出されるワードとの対応関係を示
す図である。図９（Ａ）において、輝度信号画素ＰＹ０がワードの先頭バイトの場合、こ
の必要とされる１７番目の画素ＰＹ１６もワードの先頭バイトとなる。一方、画素ＰＹ０
がワード０の後半のバイトの場合、最終の画素ＰＹ１６のワードの後半バイトの位置に存
在する。いずれの場合においても、９ワードをＳＤＲＡＭから読出す必要がある。
【００６９】
図９（Ｂ）は、色差信号の参照ブロックの画素と読出されるワードとの対応関係を示す図
である。先頭の色差信号画素ＰＣ０がワードの先頭バイト位置に格納されている場合、９
番目の最終画素ＰＣ８も、ワードの先頭バイト位置に格納される。一方、先頭画素ＰＣ０
がワードの後半バイト位置に格納される場合には、最終の画素ＰＣ８もワードの後半バイ
ト位置に格納される。いずれの場合においても、色差信号の画素データを５ワード読出す
必要がある。
【００７０】
図１０（Ａ）および（Ｂ）は、ＳＤＲＡＭからの参照画像ブロックの輝度信号画素データ
を読出す順序を示す図である。図１０（Ａ）および（Ｂ）において、バンクＡに格納され
る画素データを白丸印で示し、バンクＢに格納される画素データを斜線を施した丸印で示
す。１ワードには２画素含まれる。図１０（Ａ）において、参照画像ブロックの１ライン
の先頭画素がバンクＡに格納されている場合、まずバンクＡから連続的に５ワード♯０～
♯４を読出し、次いでバンクＢから４ワード♯５～♯８を読出す。必要とされる１７画素
は、先頭のワード♯０の先頭バイトまたは後半バイトの位置に応じて異なる。
【００７１】
図１０（Ｂ）は、参照画像ブロックの１ラインにおける先頭画素がバンクＢに格納されて
いる際のデータ読出順序を示す。この場合においても、バンクＡから先に必要な４ワード
♯０～♯３を読出し、次いでバンクＢから５ワード♯４～♯８を連続的に読出す。必要と
される１７画素は、先頭画素のワード♯４における先頭バイト位置または後半バイト位置
に応じて異なる。この図１０（Ａ）または（Ｂ）に示す読出動作を参照画像ブロックの必
要とされるライン（１６ラインまたは１７ライン）分繰返すことにより、必要とされる参
照ブロックの画素データをすべて読出すことができる。基本的に、先頭画素がバンクＡお
よびバンクＢのいずれに格納されているかに応じて、バンクＡおよびバンクＢの一方から
５ワード連続に読出し、他方から４ワード連続的に読出す。この動作を繰返す。ここで「
読出」はＳＤＲＡＭから復号ユニットへ必要データが与えられることを示す。
【００７２】
図１１は、色差信号のＳＤＲＡＭからの読出順序を示す図である。図１１において、白丸
印により色差信号Ｃｂの１画素を示し、斜線を施した丸印により色差信号Ｃｒの１画素を
示す。色差信号Ｃｂの各画素は、バンクＡに格納されており、また色差信号Ｃｒの各画素
データはバンクＢに格納されている。この場合、まずバンクＡにアクセスし、連続して５
ワード♯０～♯４を読出して、次いでバンクＢへアクセスして連続的に５ワード♯５～♯
９を読出す。これにより、まず色差信号Ｃｂの画素データが読出され、次いで色差信号Ｃ
ｒの各画素データが読出される。色差信号ＣｂおよびＣｒのサンプル位置は同じである。
したがって、参照画像ブロックにおいて先頭の画素位置がワードの先頭バイト位置にある
か後半バイト位置にあるかに応じて、必要とされる９画素が選択される。色差信号の場合
には、バンクＡおよびバンクＢに対し５ワード単位で交互にアクセスしてデータが読出さ
れる。この読出動作を、参照ブロック画像の必要とされるライン数（８ラインまたは９ラ
イン）繰返し実行する。
【００７３】
上述のように、輝度信号および色差信号いずれにおいても、バンクＡおよびバンクＢに対
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し一定のワード数を単位として交互にアクセスすることにより、後に詳細に説明するよう
に、輝度信号および色差信号いずれに対しても、ＳＤＲＡＭのアクセスシーケンスを同じ
とすることができ、制御が容易となる。
【００７４】
図１２は、ＳＤＲＡＭの読出動作を示すタイミングチャート図である。以下、ＳＤＲＡＭ
のデータ読出動作について簡単に説明する。
【００７５】
このＳＤＲＡＭは、クロック信号ＣＬＫに同期してデータの入出力を行ない、また外部か
らの制御信号およびアドレス信号の取込みを実行する。クロックサイクル１において、ア
クティブコマンドＡｃｔが与えられる。このアクティブコマンドＡｃｔと同時に、ロウア
ドレスおよびバンクアドレスが与えられる。バンクアドレスがバンクＡを指定しており、
このバンクＡが活性化され、ロウアドレスが指定されるページのメモリセルが選択状態と
される。ＳＤＲＡＭのコマンドは、外部制御信号の状態の組合せにより与えられる。
【００７６】
クロックサイクル３においてリードコマンドＲｄが与えられ、データ読出動作が指定され
る。このリードコマンドＲｄとともに同時にコラムアドレスおよびバンクアドレスが与え
られる。このコラムアドレスにより、ロウアドレスにより指定されたページの上のワード
が指定される。２クロックサイクル経過したクロックサイクル５からこのコラムアドレス
により指定されたワードＱ０が読出される。リードコマンドＲｄが与えられてから、対応
のデータＱ０が出力されるまでに要するクロックサイクル数は通常レイテンシーと呼ばれ
る。図１２においては、レイテンシーは２である。
【００７７】
次いで、各クロックサイクルごとにこのリードコマンドＲｄとともに与えられたコラムア
ドレスに基づいて順次隣接するワード（同一ページにおいて）が選択されて、ワードＱ１
、Ｑ２およびＱ３が出力される。ＳＤＲＡＭの出力データは、各クロックサイクルにおい
てクロック信号ＣＬＫが立上がる以前において確定状態とされ、このクロック信号ＣＬＫ
の立上がりに同期してＳＤＲＡＭの出力データがサンプリングされて読出データとして画
像復号装置（または画像復号表示装置）へ与えられる。１つのコラムアドレスを与えるこ
とにより連続的に読出すことのできるデータの数をバースト長と呼び、図１２においては
、バースト長は４である。バースト長のデータが読出されると、ＳＤＲＡＭは出力ハイイ
ンピーダンス状態となる。この状態においては、バンクＡにおいてページが選択状態を維
持している。クロックサイクル１０においてプリチャージコマンドＰｒｅをバンクアドレ
ス（Ａ）とともに与える。これにより、バンクＡにおいて選択状態とされていたページが
非選択状態とされ、バンクＡはプリチャージ状態に復帰する。通常、バースト長は、最大
１ページまでの任意の数を指定することができる。
【００７８】
ＳＤＲＡＭはバンクＡおよびバンクＢを有しており、バンクアドレスに従ってバンクを指
定することにより、バンクＡおよびバンクＢそれぞれ互いに独立に活性化およびプリチャ
ージを行なうことができる。ただし、１つのクロックサイクルにおいては、１つのバンク
に対するコマンドのみを与えることができる。この図１０および図１１に示す画素データ
読出シーケンスを、コマンドの衝突を伴うことなく効率的に行なう読出動作について説明
する。
【００７９】
図１３（Ａ）および（Ｂ）は、ＳＤＲＡＭからの参照ブロック画素データ読出シーケンス
を示す図である。図１３（Ａ）は、図１０（Ａ）に示す輝度信号画素データ読出動作シー
ケンスを示し、図１３（Ｂ）は、図１０（Ｂ）に示す輝度信号画素データ読出シーケンス
を示す。図１３（Ａ）および（Ｂ）においては、レイテンシーが２であり、かつバースト
長がフルページ（１ページの画素データすべて）である。プリチャージコマンドＰｒｅを
用いてデータ連続読出動作を停止させる。
【００８０】
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図１３（Ａ）において、クロックサイクル♯０において、ＳＤＲＡＭのバンクＡに対する
アクティブコマンドＡｃｔが与えられ、クロックサイクル♯２においてバンクＡに対する
リードコマンドＲｄが与えられる。このクロックサイクル♯２におけるリードコマンドＲ
ｄに従って２クロックサイクル経過後のクロックサイクル♯４から連続的に画素データ（
Ａ）が読出される。
【００８１】
クロックサイクル♯５において、ＳＤＲＡＭのバンクＢに対するアクティブコマンドＡｃ
ｔを与え、クロックサイクル♯７においてバンクＢに対するリードコマンドＲｄを与える
。ＳＤＲＡＭにおいては、リードコマンドＲｄの場合、後に与えられたリードコマンドが
有効とされる。したがって、クロックサイクル♯８まではバンクＡからの画素データが連
続的に読出され、クロックサイクル♯９からは、このクロックサイクル♯７のリードコマ
ンドＲｄに従って、バンクＢからの画素データ（Ｂ）が連続的に読出される。クロックサ
イクル♯８においてプリチャージコマンドＰｒｅを与え、バンクＡをプリチャージ状態に
復帰させる。
【００８２】
バンクＢの画素データが読出されている間のクロックサイクル♯１０において、バンクＡ
に対し再びアクティブコマンドＡｃｔを与え次いでクロックサイクル♯１２においてバン
クＡに対しリードコマンドＲｄを与える。このクロックサイクル♯１２のリードコマンド
Ｒｄに従ってクロックサイクル♯１４からはバンクＡの画素データ（Ａ）が連続的に読出
される。クロックサイクル♯１３においてバンクＢに対しプリチャージコマンドＰｒｅを
与える。このとき、クロックサイクル♯１３においては、クロックサイクル♯７において
与えられたバンクＢに対するリードコマンドＲｄに従って画素データが読出されるが、外
部において無視される（この構成は後に説明する）。ここで、プリチャージコマンドＰｒ
ｅが与えられても、そのクロックサイクルにおいては、有効データは出力される。プリチ
ャージコマンドＰｒｅは、次のクロックサイクルにおけるデータの出力を禁止する（その
サイクルにおいてプリチャージが行なわれる）。
【００８３】
クロックサイクル♯１５において、アクティブコマンドＡｃｔをバンクＢに対して与え、
またクロックサイクル♯１７においてバンクＢに対するリードコマンドＲｄを与える。こ
れにより、クロックサイクル♯１９からバンクＢからの画素データ（Ｂ）が読出される。
クロックサイクル♯１８においてプリチャージコマンドＰｒｅをバンクＡに対して与え、
バンクＡをプリチャージ状態に復帰させ、次のページ変更に備える。
【００８４】
この図１３（Ａ）に示すように、バンクＡおよびバンクＢそれぞれからは、５クロックサ
イクルデータが連続的に読出されている。バンクＢにおいてのみ５ワードのうちの最後の
ワードに含まれる画素データが無効とされている。また、コマンドＡｃｔ、ＲｄおよびＰ
ｒｅは、それぞれ、５クロックサイクルごとに交互にバンクＡおよびＢに対して与えられ
ている。バンクＡおよびバンクＢそれぞれにおいて、コマンドが与えられる周期は、１０
クロックサイクルである。したがって、周期的にコマンドを与えることができ、ＳＤＲＡ
Ｍに対するコマンド印加の制御が容易となる。また、確実にプリチャージコマンドとアク
ティブコマンドの間は、２クロックサイクルであり、またアクティブコマンドＡｃｔとリ
ードコマンドＲｄの間も２クロックサイクルあり、必要最小限の許容遅延時間をもってバ
ンクＡおよびＢそれぞれに対しアクセスが行なわれている。バンクＡおよびバンクＢに対
するアクセスのサイクルに対し１ワードの画素データが不要とされているだけであり、ペ
ージ変更のオーバヘッドを最小限に抑制して、参照画像ブロックの画素データを読出すこ
とができる。
【００８５】
図１３（Ｂ）においては、参照画素ブロックの各ラインの先頭画素は、バンクＢに格納さ
れている。この場合においても、バンクＡが先にアクセスされる。クロックサイクル♯０
において、バンクＡに対するアクティブコマンドＡｃｔが与えられ、クロックサイクル♯
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２においてバンクＡに対するリードコマンドＲｄが与えられる。クロックサイクル♯４か
らバンクＡの格納ワードが順次読出される。クロックサイクル♯４において読出されるデ
ータを、参照画像ブロック外部の画素データとして、外部装置において無視する。このバ
ンクＡからのワードの読出の間に、クロックサイクル♯５において、バンクＢに対するア
クティブコマンドＡｃｔを与え、クロックサイクル♯７において、バンクＢに対するリー
ドコマンドＲｄを与える。これにより、クロックサイクル♯９からバンクＢからの画素デ
ータが順次読出される。クロックサイクル♯８において、バンクＡに対するプリチャージ
コマンドを与える。次いでクロックサイクル♯１０において、バンクＡに対するアクティ
ブコマンドＡｃｔを与え、クロックサイクル♯１２においてバンクＡに対するリードコマ
ンドＲｄを与える。この状態においても、クロックサイクル♯１４においてバンクＡから
読出されるワード（画素データ）は不要データとして外部装置において無視する。クロッ
クサイクル♯１５から連続して読出される４ワードのデータ（Ａ）を参照画像ブロックの
画素データとして処理する。
【００８６】
クロックサイクル♯１５において、再びバンクＢに対するアクティブコマンドＡｃｔを与
え、クロックサイクル♯１７においてバンクＢに対するリードコマンドを与える。これに
より、クロックサイクル♯１９からバンクＢからのワードデータが読出される。クロック
サイクル♯１８においてバンクＡに対するプリチャージコマンドＰｒｅを与え、ページ変
更に備える。
【００８７】
この図１３（Ｂ）に示す読出動作シーケンスにおいても、５ワード単位で交互にバンクＡ
およびバンクＢからワードデータが読出されている。バンクＡの先頭ワードが外部で無視
される。したがってこの場合においても、参照画像ブロックの各ラインに対し１ワードの
不要データが出力されるだけであり、ＳＤＲＡＭからは連続的に画素データが出力されて
おり、ページ変更のオーバヘッドを最小限に抑制して必要とされる参照ブロック画素デー
タを読出すことができる。
【００８８】
また、図１３（Ａ）および（Ｂ）の動作シーケンスを見れば明らかなように、コマンドが
与えられているクロックサイクルは同じである。すなわち、バンクＡおよびＢに対し５ク
ロックサイクルごとにコマンドが交互に印加されており、また各バンクに対するコマンド
の印加周期は１０クロックサイクルである。したがって、参照画像ブロックの先頭画素位
置にかかわらず、ＳＤＲＡＭに対するアクセス制御は変更する必要がなく（外部で画素デ
ータを不要とする処理が必要とされるだけである）、ＳＤＲＡＭに対するアクセス制御が
容易となる。
【００８９】
図１４は、色差信号の画素データをＳＤＲＡＭから読出すシーケンスを示す図である。こ
の色差信号の読出シーケンスは、図１１に示す色差信号ＣｂおよびＣｒの読出シーケンス
に対応する。
【００９０】
図１４において、クロックサイクル♯０において、バンクＡに対するアクティブコマンド
Ａｃｔが与えられ、クロックサイクル♯２において、バンクＡに対するリードコマンドＲ
ｄが与えられる。クロックサイクル♯４からバンクＡからの画素データが５ワード順次読
出される。クロックサイクル♯５において、バンクＢに対するアクティブコマンドＡｃｔ
を与え、クロックサイクル♯７において、バンクＢに対するリードコマンドＲｄを与える
。このバンクＢに対するリードコマンドＲｄに従って、クロックサイクル♯９からバンク
Ｂから画素データワードが５ワード順次読出される。
【００９１】
クロックサイクル♯８において、バンクＡに対するプリチャージコマンドＰｒｅを与え、
クロックサイクル♯１０において再びバンクＡに対するアクティブコマンドＡｃｔを与え
る。次いでクロックサイクル♯１２において、バンクＡに対するリードコマンドＲｄを与
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える。このクロックサイクル♯１２のリードコマンドＲｄに従って、クロックサイクル♯
１４から５ワードの画素データが連続的にバンクＡから読出される。クロックサイクル♯
１３においてバンクＢに対するプリチャージコマンドＰｒｅを与え、再びクロックサイク
ル♯１５においてバンクＢに対するアクティブコマンドＡｃｔを与える。次いで、クロッ
クサイクル♯１７において、バンクＢに対するリードコマンドＲｄを与える。クロックサ
イクル♯１８において、バンクＡに対するプリチャージコマンドＰｒｅを与える。
【００９２】
この図１４に示す読出シーケンスにおいても、バンクＡおよびバンクＢから交互に５ワー
ドの画素データが連続して読出されている。またコマンドは、５クロックサイクルごとに
交互にバンクＡおよびバンクＢに対し与えられており、また各バンクのコマンド印加周期
は１０クロックサイクルである。したがって、輝度信号の画素データ読出時と同じアクセ
スシーケンスに従って必要とされる色差信号画素データを読出すことができる。この色差
信号の場合には、不必要なデータワードは存在しない。参照画像ブロックの位置に応じて
、たとえば復号装置内部において、不要な画素が無効とされる。
【００９３】
図１５は、この発明に従う画像復号表示装置の構成を概略的に示す図である。図１５にお
いて、画像復号表示装置は、ビットストリームの形態で与えられる画像符号化データを受
け、この画像符号化データに含まれる符号化画素データに所定の復号処理を施して、元の
画素データを復元する復号化ユニット２と、復号化ユニット２で復元された画素データを
格納する外部メモリとしてのＳＤＲＡＭ４と、復号化ユニット２の動作タイミングの決定
などの各種動作を制御するとともに、ＳＤＲＡＭ４へのアクセス動作を制御する制御ユニ
ット６を含む。復号化ユニット２は、一般に、ＭＰＥＧ２規格に従う復号化処理機能を備
え、符号化画素データの復号処理および各画像の性質および属性などを示すヘッダ情報の
解析の機能を有する。制御ユニット６は、図示しない外部に設けられた表示制御装置から
与えられる同期信号（水平および垂直同期信号）に従って、復号化ユニット２の復号処理
開始タイミングを決定する。
【００９４】
復号化ユニット２とＳＤＲＡＭ４の間にメモリインタフェースユニット８が配置され、メ
モリインタフェースユニット８と図示しない外部に設けられた表示装置の間に表示インタ
フェース１０が配置される。メモリインタフェースユニット８は、制御ユニット６の制御
のもとに、ＳＤＲＡＭ４に対するデータ書込アドレスおよびデータ読出アドレスを生成し
かつこのＳＤＲＡＭ４と復号化ユニット２の間のまたはＳＤＲＡＭ４と表示インタフェー
ス１０との間にデータ伝送経路を確立する。表示インタフェース１０は、表示装置におけ
る画素データの表示速度に従って、メモリインタフェースユニット８から与えられた画素
データを順次出力する。
【００９５】
図１６は、図５に示すメモリインタフェースユニット８の構成を概略的に示す図である。
図１６において、メモリインタフェースユニット８は、図１５に示す復号化ユニット２か
ら与えられる動きベクトル情報ＭＶを受け、制御ユニット６の制御のもとに参照フレーム
（マクロブロック）の画素を読出すためのアドレスを発生する参照画像アドレス発生器８
０と、復号化ユニットで復号された画素データ（復元画素）をＳＤＲＡＭ４へ書込むため
のアドレスを制御ユニット６の制御のもとに発生する復元画像アドレス発生器８２と、制
御ユニット６の制御のもとに表示装置への表示のために画素データをＳＤＲＡＭ４から読
出すためのアドレスを発生する表示画像アドレス発生器８４と、制御ユニット６の制御の
もとに、ＳＤＲＡＭ４に対するバンクアドレスＢＡおよびコマンドを所定の周期で出力す
るアクセスコントローラ８６と、ＳＤＲＡＭ４により読出された画素データの配列順序を
変換して出力するワード列変換回路８８を含む。
【００９６】
制御ユニット６は、図示しない表示制御装置から与えられる水平同期信号および垂直同期
信号に従って復号化ユニット２に対しフレーム期間を規定しかつ画素復号開始タイミング
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を決定するピクチャー同期信号を与える。またこのピクチャー同期信号ＰＳＹＮＣに従っ
て、制御ユニット６は所定のシーケンスでアドレス発生器８０、８２および８４を活性状
態とする。
【００９７】
アクセスコントローラ８６は、ＳＤＲＡＭ４へのアクセスが行なわれる場合には、常に１
つのバンクに対し１０クロックサイクル周期でかつ５クロックサイクルごとにバンクＡお
よびバンクＢ（ＳＤＲＡＭ４に含まれる）へ交互にコマンドを出力する。このアクセスコ
ントローラ８６は、ただし参照画像ブロックの画素データ読出時において動きベクトル情
報ＭＶに含まれる垂直方向成分（Ｖ成分）が整数であるか分数（±１／２）であるかに従
って、読出されるべきラインの数を決定し、決定されたライン数繰返しＳＤＲＡＭ４へア
クセスする。復元画像データのＳＤＲＡＭ４への書込時および画像データのＳＤＲＡＭ４
からの読出時においては、アクセスコントローラ８６は、各画像の先頭画素から全ライン
がアクセスされるようにそのアクセス動作を繰返し実行する。制御ユニット６は、復号化
ユニット２から復号化される画像のタイプを示すフレームタイプ情報を受け、このフレー
ムタイプ情報がＩフレームを示すときには、参照画像アドレス発生器８０からの参照画像
アドレス発生動作を停止させる。復号化される画像がＰピクチャーまたはＢピクチャーの
場合には、参照画像アドレス発生器８０は、動きベクトル情報ＭＶに従って読出アドレス
を生成する。制御ユニット６は、アドレス発生器８０、８２および８４から出力されるア
ドレスがＳＤＲＡＭ４に対するアドレスバス上で競合しないようにこれらのアドレス発生
回路８０、８２および８４のアドレス発生タイミングを調整するアービトレーション機能
を備える。このＳＤＲＡＭ４へのアクセス競合を回避するためのアービタは、別に設けら
れてもよい。
【００９８】
ワード列変換回路８８は、ＳＤＲＡＭ４から５ワード単位でＳＤＲＡＭ４から読出される
画素データを、各画素ラインへの画素データの配列順序に従ってワード列を再配列し、必
要とされるワードデータを選択して復号化ユニットへ与える。このワード列変換回路８８
において、図１３（Ａ）および（Ｂ）において不要データとして示すワードデータが切捨
てられる。
【００９９】
図１７は、図１６に示す参照画像アドレス発生器８０の構成を概略的に示す図である。図
１７において、参照画像アドレス発生器８０は、復号中の現画像ブロックの輝度信号およ
び色差信号両者についての先頭画素位置情報を格納する現画像ブロックカウンタ８０ａと
、現画像ブロックカウンタ８０ａからの先頭画素位置情報と動きベクトル情報ＭＶに従っ
て、参照画像ブロックの輝度信号および色差信号両者についての先頭画素位置を検出する
先頭画素位置検出器８０ｂと、偶／奇フレーム情報に従って先頭画素位置検出器８０ｂか
らの先頭画素位置情報に基づいてＳＤＲＡＭに対する先頭ロウアドレスおよび先頭コラム
アドレスを色差信号および輝度信号両者について生成する先頭ロウ／コラムアドレス生成
器８０ｃと、先頭ロウ／コラムアドレス生成器８０ｃからの先頭アドレスに従って、アク
セスコントローラの制御のもとにＳＤＲＡＭに対するロウアドレスＡＤＸおよびコラムア
ドレスＡＤＹを生成するアドレス発生器８０ｄを含む。現画像ブロックカウンタ８０ａは
、各フレーム（画像）において、復号処理はマクロブロック単位で行なわれるため、現在
復号中の画像ブロックが何番目のマクロブロックであるかを示す情報をカウンタにより生
成し、このカウンタのカウント値に基づいて、輝度信号および色差信号それぞれについて
の先頭画素位置情報を生成する。この現画像ブロックカウンタ８０ａからのカウント値は
、水平方向成分および垂直方向成分両者を含む。
【０１００】
先頭画素位置検出器８０ｂは、この現画像ブロックカウンタ８０ａから与えられる現画像
ブロックの先頭画素位置情報と動きベクトル情報ＭＶと加算して、参照ブロックの先頭画
素位置を検出する。先頭ロウ／コラムアドレス生成器８０ｃの構成は後に説明するが、参
照フレームが偶数フレームであるか奇数フレームであるかに従って、この先頭画素位置検
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出器８０ｂから与えられた先頭ライン情報に所定の整数（図４および図６参照）を生成し
、また先頭画素ライン上の先頭画素番号に基づいてコラムアドレスを生成する。アドレス
発生器８０ｄは、アクセスコントローラからの制御のもとに、この先頭ロウ／コラムアド
レス生成器８０ｃから与えられる先頭ロウアドレスを繰返し（１０ワードごとに）増分す
る。この増分する回数は、動きベクトル情報ＭＶの垂直方向成分が分数成分（±１／２）
を含んでいるか否かに従って決定される。アドレス発生器８０ｄからのコラムアドレスＡ
ＤＹは、そのＳＤＲＡＭのバースト長により異なるが、バースト長がフルページの場合に
は、先頭ロウ／コラムアドレス生成器８ｃにより生成された先頭コラムアドレスに固定さ
れる。
【０１０１】
図１８は、図１７に示す先頭ロウ／コラムアドレス生成器８０ｃのコラムアドレス生成部
の構成を概略的に示す図である。図１８において、コラムアドレス生成部は、先頭画素位
置検出器８０ｂから与えられる先頭輝度信号画素番号を格納するレジスタ８１ａと、先頭
画素位置検出器８０ｂから与えられる先頭色差信号画素番号を格納するレジスタ８１ｃと
、レジスタ８１ａおよび８１ｃの上位ビット（アドレス）の一方を輝度信号であるか色差
信号であるかを示す輝度／色差指示に従って選択してコラムアドレスＡＤＹを生成するセ
レクタ８１ｄを含む。輝度信号成分について、先頭画素がバンクＢに含まれる場合、その
バンクアドレスビットＢＡは“１”である。この場合、最初にバンクＢからワードを読出
す必要があるが、先頭画素のアドレス（ＡＤ）はバンクおよびＢにおいては同じである。
バンクＡから画素データワードを読出これを切捨てる。
【０１０２】
色差信号成分については、先頭画素位置検出器８０ｂにより検出された先頭色差信号画素
番号のうち上位のビットがコラムアドレスである。セレクタ８１ｄは、輝度信号成分の必
要ワードをすべて読出した後、次いで色差信号のワード情報を読出すために色差信号コラ
ムアドレスを選択する。この輝度／色差指示信号は、アクセスコントローラから与えられ
る。アクセスコントローラは、必要とされるラインの輝度信号情報を読出した後に、色差
信号の情報を読出すように、レジスタ８１ｄの選択経路を制御する。
【０１０３】
図１９は、図１７に示す先頭ロウ／コラムアドレス生成器８０ｃの先頭ロウアドレス生成
部の構成を概略的に示す図である。図１９において、先頭ロウアドレス生成部は、輝度信
号の先頭画素ライン番号を格納するレジスタ８１ｅと、レジスタ８１ｅのライン番号情報
と定数７２０とを加算する加算器８１ｆと、偶／奇フレーム情報に従ってレジスタ８１ｅ
のライン番号情報および加算器８１ｆの出力する情報の一方を選択するセレクタ８１ｇと
、色差信号の先頭画素ライン番号情報を格納するレジスタ８１ｈと、レジスタ８１ｈの格
納する先頭画素ライン番号情報と所定の定数４８０とを加算する加算器８１ｉと、レジス
タ８１ｈの格納する色差信号先頭画素ライン番号情報と所定の定数１２００とを加算する
加算器８１ｊと、偶／奇フレーム情報に従って加算器８１ｉおよび８１ｊの出力情報の一
方を選択するセレクタ８１ｋと、輝度／色差指示に従ってセレクタ８１ｊおよび８１ｋの
一方の出力情報を選択するセレクタ８１ｌを含む。セレクタ８１ｇは、偶／奇フレーム情
報が偶数フレーム（♯０）を指定するときには、レジスタ８１ｅの出力情報を選択し、一
方偶／奇フレーム情報が奇数フレーム（♯１）を指定するときには、セレクタ８１ｇは加
算器８１ｆの出力情報を選択する。セレクタ８１ｋは、偶／奇フレーム情報が偶数フレー
ムを示すときには、加算器８１ｉの出力情報を選択し、一方、偶／奇フレーム情報が奇数
フレームを指定するときには、セレクタ８１ｋは加算器８１ｊの出力情報を選択する。こ
の定数４８０、７２０および１２００は、図１に示すＳＤＲＡＭのロウアドレスと輝度信
号および色差信号との対応関係により定められる。セレクタ８１ｌから、輝度信号および
色差信号それぞれについて先頭ロウアドレスが出力される。
【０１０４】
図２０は、図１６に示すワード列変換回路８８の構成の一例を示す図である。図２０にお
いて、ワード列変換回路８８は、ＳＤＲＡＭから読出されたワードをセレクタ８８ａを介
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して受けて順次格納するレジスタ８８ｂと、このレジスタ８８ｂに格納されたワード情報
を輝度／色差指示信号およびバンクアドレスビットＢＡに従って順次選択して出力するセ
レクタ８８ｃを含む。セレクタ８８ａは、ＳＤＲＡＭから読出された１０ワードのデータ
について、バンクＡから読出されたデータ（Ａ）をレジスタ８８ｂの偶数番号の格納位置
に順次格納し、次いでバンクＢから読出された５ワードのデータをレジスタ８８ｂの奇数
番号の記憶位置に格納する。レジスタ８８ｃは、輝度／色差指示信号が輝度信号を示すと
きには、バンクアドレスビットＢＡを初期値としてレジスタ８８ｂのワードを順次その格
納位置番号に従って必要な数のワードを選択して出力する。輝度／色差指示信号が色差信
号を示すときには、セレクタ８８ｃは、まず偶数番号の格納位置に格納されたバンクＡの
データ（Ａ）を５ワード順次選択し、次いでバンクＢから与えられた５ワードのデータを
順次選択する。
【０１０５】
このワード列変換回路８８の出力するワード（１６ビット）は、復号化ユニット２に含ま
れる画素列生成回路２ａへ与えられる。この画素列生成回路２ａは、動きベクトル情報Ｍ
Ｖの水平方向成分情報ＭＶ（Ｈ）と先頭画素位置情報に含まれる上位／下位指示ビットＵ
／Ｌに従って与えられたワードの先頭画素を検出し、この検出された先頭画素から順次８
ビットの画素データを出力する。
このセレクタ８８ｃにおいて、バンクアドレス信号ビットＢＡを初期値として輝度信号ワ
ードを９ワード順次選択することにより、図１３（Ａ）および（Ｂ）において斜線ブロッ
クで示す不要データを削除することができる。すなわち、バンクアドレス信号ビットＢＡ
が“１”のときには、先頭画素はバンクＢに含まれており、レジスタ８８ｂの０番地に格
納されたバンクＡのワードは不要データである。したがってアドレス１に格納された情報
から順次９ワード読出すことにより不要データを削除することができる。
【０１０６】
一方、バンクアドレス信号ビットＢＡが０のときには、先頭画素はバンクＡに含まれ格納
されており、この場合には、アドレス０から９ワードを順次読出すことにより、バンクＢ
から読出される最終ワードを削除することができる。これにより、不要画素データを確実
に削除することができる。
【０１０７】
画素列生成回路２ａは、水平方向動きベクトル情報ＭＶ（Ｈ）が整数成分の場合には、こ
の与えられたワードから１６画素情報を選択する（輝度信号成分の場合：色差信号の場合
には８ワード）。一方、水平方向動きベクトル情報ＭＶ（Ｈ）が分数成分を有する場合に
は、画素列生成回路２ａは、輝度信号については９ワードを選択し、また色差信号につい
ては１０ワードを選択する。この選択された９ワード（輝度信号（Ｙ）に関し）の先頭画
素を上位／下位ビットＵ／Ｌにより識別し、輝度信号については１７個の画素データを順
次選択して出力する。色差信号については、色差信号ＣｂおよびＣｒそれぞれについて上
位／下位指示ビットＵ／Ｌに従って９個の画素データを順次選択して出力する。
【０１０８】
図１６に示す復元画像アドレス発生器８２の構成としては、この図１７ないし図１９に示
す構成を利用することができる。復元画像データのＳＤＲＡＭへの書込時においては、輝
度信号については１６ライン、色差信号については８ラインであり、アドレス発生器（図
１７の参照番号８０ｄ参照）がカウントアップするロウアドレスＡＤＸの値は輝度信号お
よび色差信号それぞれについて固定される。また、復元された画素データをワード単位に
変更するためには、図２０に示すワード列変換回路８８の構成を利用することができる。
すなわち、復元された８ビットの画素データを１６ビットのワードに変換してセレクタ８
８ｃを介してレジスタ８８ｂに順次格納し、バンク単位で画素データを読出す。復元画像
データの場合、輝度信号については４ワード単位でバンクＡおよびバンクＢに交互に書込
む必要がある。この場合、ＳＤＲＡＭへのデータ書込時不要とされるワードに対し書込を
禁止するマスクをかければよい。色差信号についても、４ワード単位で画素データの書込
が行なわれるが、この場合、５ワード単位でバンクＡおよびバンクＢに交互にアクセスし
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、１ワードに対しデータ書込を禁止するマスクをかければよい。このマスクをかけるマス
ク指示信号は、コマンドと独立に外部からクロック信号と同期して与えることができ、コ
マンドの衝突は生じない。したがって、このマスクを用いれば、復元画像書込時および参
照画像読出時においてバンクＡおよびバンクＢに対し５ワード単位で交互にアクセスする
というアクセスシーケンスを維持することができる。
【０１０９】
復元画像の書込時において、復号化ユニットにおいて色差信号Ｃｂの画素データおよび色
差信号Ｃｒの画素データのブロックがそれぞれ別々に与えられる構成の場合、バッファメ
モリを用いる。色素信号ＣｂおよびＣｒの画素データが２画素データを単位として交互に
色差信号ＣｂおよびＣｒを読出す。復号化ユニットにおいて、色差信号ＣｂおよびＣｒの
復号画素が１画素単位で交互に生成される場合と等価となり、輝度信号と同様のシーケン
スに従って５ワードを単位とする色差信号画素データを生成することができる。
【０１１０】
図２１は、図１６に示す表示画像アドレス発生器の構成を概略的に示す図である。図２１
（Ａ）に表示画像アドレスのコラムアドレス生成部の構成を示し、図２１（Ｂ）に、画像
表示アドレスのロウアドレス生成発生部の構成を示す。図２１（Ａ）において、画像表示
アドレス発生回路８４は、アクセスコントローラから与えられるカウントアップ信号に従
ってカウント動作を行なうコラムアドレスカウンタ８４ａを含む。このコラムアドレスカ
ウンタ８４ａは、ＳＤＲＡＭから１０ワード読出されるごとにそのカウント値を５カウン
トアップする。
【０１１１】
図２１（Ｂ）において、ロウアドレス発生部は、輝度信号に対するロウアドレスを発生す
るロウアドレスカウンタ８４ｂと、ロウアドレスカウンタ８４ｂの出力カウント値と定数
７２０とを加算する加算器８４ｃと、偶／奇フレーム情報に従ってロウアドレスカウンタ
８０ｂの出力するカウント値と加算器８４ｃの出力するカウント値の一方を選択するセレ
クタ８４ｄと、色差信号に対するロウアドレスを生成するロウアドレスカウンタ８４ｅと
、ロウアドレスカウンタ８４ｅの出力カウントと定数４８０とを加算する加算器８４ｆと
、ロウアドレスカウンタ８４ｅの出力カウント値と定数１２００とを加算する加算器８４
ｇと、偶／奇フレーム情報に従って加算器８４ｆおよび８４ｇの一方の出力を選択するセ
レクタ８４ｈと、輝度／色差指示信号に従ってセレクタ８４ｄおよび８４ｈの一方の出力
を選択するセレクタ８４ｉを含む。
【０１１２】
ロウアドレスカウンタ８４ｂは、アクセスコントローラの制御のもとに、３６０ワードが
読出されるごとにそのカウント値を１増分する。ロウアドレスカウンタ８４ｅも、ＳＤＲ
ＡＭから１８０ワード読出されるごとにそのカウント値を１増分する。セレクタ８４ｄは
、読出される表示画像が偶数フレームの場合には、ロウアドレスカウンタ８４ｂの出力カ
ウントを選択し、表示画像が奇数フレームの場合には加算器８４ｃの出力を選択する。セ
レクタ８４ｈは、偶数フレームの場合には、加算器８４ｆの出力を選択し、奇数フレーム
の場合には、加算器８４ｇの出力を選択する。セレクタ８４ｉは輝度信号画素データが読
出されるときにはセレクタ８４ｄの出力を選択し、色差信号画素データが読出されるとき
にはセレクタ８４ｈの出力を選択する。これにより、ＳＤＲＡＭからの表示画素データ読
出時のロウアドレスおよびコラムアドレスを生成することができる。
【０１１３】
なお、コラムアドレスカウンタ８４ａがアクセスコントローラからの制御のもとに、輝度
信号および色差信号の所定数の画素を表示のために読出したときにリセットされる構成の
場合（輝度信号画素データの場合には７２０画素：３６０ワード）であり、色差信号の場
合には３６０画素（１８０ワード）である）ロウアドレスカウンタ８４ｂおよび８４ｅを
共用し、この共用されるロウアドレスカウンタがコラムアドレスカウンタ８４ａのリセッ
ト（初期値への復帰時）ごとにそのカウント値が１増分されるように構成されてもよい。
【０１１４】
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図２２は、図１５に示す表示インタフェース１５に対する画素列変換部の構成を示す図で
ある。この画素列変換部は、表示インタフェースに含まれてもよいが、またメモリインタ
フェースユニット８に含まれてもよい。この画素列変換部は、ＳＤＲＡＭから読出された
１０ワードデータをセレクタ８５ａを介して順次格納するレジスタ８５ｂと、レジスタ８
５ｂに格納されたワードデータをバイトデータに変換して順次所定のシーケンスで選択す
るセレクタ８５ｃを含む。セレクタ８５ａは、ＳＤＲＡＭから読出された表示画像画素デ
ータワードをレジスタ８５ｂの先頭格納位置から順次格納する。セレクタ８５ｃは、表示
画像データが輝度信号の場合には、このレジスタ８５ｂからバンクＡ、バンクＢのワード
を交互に選択して読出し、次いでこの１６ビットのワードデータを８ビットの画素データ
に変換して出力する。
【０１１５】
一方、セレクタ８５ｃは色差信号が画素データの場合には、レジスタ８５ｂの格納するワ
ードデータを順次そのレジスタ８５ｂの格納位置に従って選択する。この色差信号データ
はしたがって、ＳＤＲＡＭから読出されたワードと同じ順序となる。この場合、色差信号
Ｃｂ（バンクＢ）からの画素データを、１ライン遅延を通すことにより、色差信号Ｃｒに
対し１ライン遅れて色差信号Ｃｂを生成することができる。この画素データの位置合わせ
は、図１５に示す表示インタフェース１０において実行される。この場合においても、Ｓ
ＤＲＡＭからは５ワード単位で交互にバンクＡおよびＢから画素データが読出されるだけ
である。ＳＤＲＡＭの外部において、画素データ列の配列の変換が実行される。
【０１１６】
なお、この図２０および図２２に示す画素列変換回路においては、１０ワードの画素デー
タが格納されている。この場合、ＳＤＲＡＭからの読出データの格納動作とこの画素列変
換回路からの画素データ読出とを同時に行なうために、図２０および図２２に示す画素列
変換回路を２つ並列に設け、この画素列変換回路を交互にアクセスする構成とすれば、Ｓ
ＤＲＡＭからの読出データの格納とこの画素列変換回路からの画素データ読出とを同時に
実行することができる。
【０１１７】
以上のように、この発明の実施の形態１に従えば、画素データを隣接２画素２ワードとし
、輝度信号についてはワード単位で交互にバンクＡおよびバンクＢに配置され、２種類の
色差信号については各色差信号ごとに異なるバンクに格納されるように構成したため、こ
のＳＤＲＡＭからの画素データ書込および読出動作時において同じアクセスシーケンス（
５ワード単位）でアクセスを行なうことができ、ページ変更のためのオーバヘッドを最小
限に抑制して高速でデータ転送を実行することができる。
【０１１８】
［実施の形態２］
図２３（Ａ）および（Ｂ）は、この発明の実施の形態２に従うＳＤＲＡＭの参照画像ブロ
ック読出動作シーケンスを示す図である。図２３（Ａ）および（Ｂ）においては、輝度信
号画素データの読出シーケンスが示される。この実施の形態２においては、ＳＤＲＡＭは
、レイテンシーが２、バースト長が２に設定される。バースト長が２の場合、１つのリー
ドコマンドによりコラムアドレスｎ，ｎ＋１が指定される。次に読出動作について説明す
る。
【０１１９】
図２３（Ａ）に、参照画像ブロックの先頭コラムアドレスが偶数の場合であり、また先頭
画素がバンクＡに含まれる場合の参照ブロック画像データ読出動作シーケンスを示す。ク
ロックサイクル♯０において、バンクＡに対しアクティブコマンドＡｃｔが与えられ、バ
ンクＡにおいてページが選択される（ロウアドレスに従って）。
【０１２０】
次いで、クロックサイクル♯２においてバンクＡに対しリードコマンドＲｄが与えられる
。レイテンシーが２であり、クロックサイクル♯４からこのクロックサイクル♯２に与え
られたリードコマンドＲｄに従って２ワードの画素データが順次ワード単位で読出される
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。バースト長は２であり、２つのワードのみがリードコマンドＲｄにより指定される。し
たがって、クロックサイクル♯４において再びリードコマンドＲｄをバンクＡに対して与
え、次の２ワードを指定する。これにより、クロックサイクル♯６からクロックサイクル
♯４のリードコマンドＲｄにより指定された２ワードの画素データが順次ワード単位で読
出される。
【０１２１】
一方、クロックサイクル♯５において、バンクＢに対しアクティブコマンドＡｃｔを与え
、バンクＢに対しページ選択動作を開始させる。クロックサイクル♯６において、バンク
Ａに対しオートプリチャージ付きリードコマンドＲｄａを与える。このオートプリチャー
ジ付きリードコマンドＲｄａは、リードコマンドにより指定されたバースト長分のワード
が読出された後に、指定されたバンクがプリチャージ状態に復帰することを指示する。し
たがって、クロックサイクル♯６においてオートプリチャージ付きリードコマンドＲｄａ
を与えると、バースト長、すなわち２クロックサイクル経過後のクロックサイクル♯８に
おいてプリチャージコマンドＰが与えられたのと等しくなる。クロックサイクル♯７にお
いてバンクＢに対しリードコマンドＲｄを与える。このリードコマンドＲｄに従って、ク
ロックサイクル♯９からバンクＢから２ワードの画素データが順次ワード単位で読出され
る。次いでクロックサイクル♯９においてバンクＢに対しリードコマンドＲｄを与え、次
の２ワードの画素データをクロックサイクル♯１１から読出す。次いでクロックサイクル
♯１１において、オートプリチャージ付きリードコマンドＲｄａをバンクＢに与える。
【０１２２】
一方、クロックサイクル♯１０においてバンクＡに対しアクティブコマンドＡｃｔを与え
、次のページを選択する（ページ変更）。次いでクロックサイクル♯１２においてバンク
Ａに対しリードコマンドＲｄを与える。このリードコマンドＲｄに従って、クロックサイ
クル♯１４から、バンクＡから２ワードの画素データが順次読出される。次いでクロック
サイクル♯１４においてバンクＡに対しリードコマンドＲｄを与え、次の２ワードの画素
データを指定して順次クロックサイクル♯１６から読出す。再びクロックサイクル♯１６
において、オートプリチャージ付きリードコマンドＲｄａを与え、次の２ワードの画素デ
ータを指定して順次読出す。このオートプリチャージ付きリードコマンドＲｄａにより、
クロックサイクル♯１８においてバンクＡに対して、プリチャージコマンドが与えられた
ことと等価となり、バンクＡはプリチャージ状態に復帰し、ページ変更に備える。
【０１２３】
一方、バンクＢにおいては、クロックサイクル♯１５においてアクティブコマンドＡｃｔ
を与えて次のページ（バンクＡと同じページ）を選択し、クロックサイクル♯１７、およ
びクロックサイクル♯１９においてそれぞれリードコマンドＲｄを与えて、２ワードの画
素データを順次読出す。
【０１２４】
クロックサイクル♯１３において読出された画素データは、前述の図２０に示す画素列変
換回路において切捨てられる。
【０１２５】
この図２３（Ａ）に示す参照ブロック画素データ読出シーケンスにおいて、アクティブコ
マンドＡｃｔは、５クロックサイクルごとに交互にバンクＡおよびバンクＢへ与えられて
いる。またリードコマンドＲｄおよびオートプリチャージコマンドＲｄａをバンクＡおよ
びバンクＢに与えるシーケンスも同じである。
【０１２６】
図２３（Ｂ）は、先頭コラムアドレスが奇数の場合の参照画像ブロックの輝度信号画素デ
ータ読出シーケンスを示す。先頭画素はバンクＡに含まれている。クロックサイクル♯０
においてバンクＡに対しアクティブコマンドＡｃｔを与え、バンクＡにおいてロウアドレ
スにより指定されたページを選択状態とする。クロックサイクル♯２においてリードコマ
ンドＲｄをバンクＡに対して与える。これにより、クロックサイクル♯４から画素データ
ワードが順次バンクＡから読出される。このとき、クロックサイクル♯３において再びリ
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ードコマンドＲｄをバンクＡに対し与える。このクロックサイクル♯３において与えられ
たリードコマンドＲｄにより、クロックサイクル♯５からは、後で与えられたリードコマ
ンドＲｄ（クロックサイクル♯３）に従って指定されたデータワードが読出される。
【０１２７】
クロックサイクル♯５においてオートプリチャージ付きリードコマンドＲｄａをバンクＡ
に対し与える。これにより、クロックサイクル♯７からは、このオートプリチャージ付き
リードコマンドＲｄａによって指定された２ワードの画素データがバンクＡから順次読出
される。クロックサイクル♯７においてバンクＡに対し等価的にプリチャージコマンドが
与えられているため、バンクＡはプリチャージ状態へ移行する。これにより、次のページ
変更に備える。
【０１２８】
一方、バンクＢに対して、クロックサイクル♯４においてアクティブコマンドＡｃｔを与
え、ページを選択状態とする。次いでクロックサイクル♯７においてバンクＢに対しリー
ドコマンドＲｄを与え、次いでクロックサイクル♯８においてリードコマンドＲｄを再び
与える。クロックサイクル♯９においてバンクＢから読出される画素データワードは、ク
ロックサイクル♯７において与えられたリードコマンドＲｄによって指定されたものであ
り、一方、クロックサイクル♯１０からは読出される２ワードの画素データは、クロック
サイクル♯８において与えられたリードコマンドＲｄにより指定されたものである。クロ
ックサイクル♯１０において、オートプリチャージ付リードコマンドＲｄａをバンクＢに
与え、クロックサイクル♯１２からこのオートプリチャージ付きリードコマンドＲｄａに
より指定された２ワードの画素データがバンクＢから順次読出される。
【０１２９】
一方、バンクＡにおいて、クロックサイクル♯９において与えられたアクティブコマンド
Ａｃｔに従ってページが選択状態とされており、クロックサイクル♯１２および♯１３に
おいてそれぞれリードコマンドＲｄを与え、クロックサイクル♯１４から画素データワー
ドを読出し、クロックサイクル♯１５においてオートプリチャージ付きリードコマンドＲ
ｄａを与える。この読出動作と並行して、クロックサイクル♯１４においてバンクＢに対
しアクティブコマンドＡｃｔを与え、クロックサイクル♯１７および♯１８においてリー
ドコマンドＲｄをそれぞれバンクＢに与える。
【０１３０】
この先頭コラムアドレスが奇数の場合においても、バンクＡおよびバンクＢに対するアク
セスシーケンスは同じである。特に、図２３（Ｂ）において破線ブロックで示すように、
バンクＡに対するアクティブコマンドＡｃｔをクロックサイクル♯０よりも前のサイクル
において与えれば、アクティブコマンドＡｃｔは５クロックサイクルごとにバンクＡおよ
びバンクＢに対して与えられており、図２３（Ａ）に示す先頭コラムアドレスが偶数アド
レスの場合と同じシーケンスを保持することができる。バンクＡに対し、それぞれ最初に
与えられるリードコマンドＲｄが先頭コラムアドレスが偶数の場合に比べて１クロックサ
イクル遅れる点が異なるだけであり、同様の動作シーケンスを実現することができる。
【０１３１】
プリチャージコマンドＰを使用する場合、バンクＡに対するプリチャージコマンドとバン
クＢに対するリードコマンドＲｄが同一クロックサイクルに与えられる状況が生じる。Ｓ
ＤＲＡＭに対しては、１つのバンクに対してのみコマンドを１つのクロックサイクルにお
いて与えることが可能である。オートプリチャージ付リードコマンドＲｄａを利用するこ
とにより、このようなコマンドの衝突を防止することができ、効率的なデータ読出を実現
することができる。
【０１３２】
また、図２３（Ｂ）に示すように、アクティブコマンドＡｃｔをクロックサイクル♯０よ
りも前のクロックサイクルにおいて与えた場合、参照画像ブロックの先頭画素の読出が１
クロックサイクル遅れるものの、ＳＤＲＡＭに対するアクセスシーケンスをすべて同じと
することができる。
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【０１３３】
図２４（Ａ）は、先頭コラムアドレスが偶数であり、かつ先頭画素がバンクＢに含まれる
場合のＳＤＲＡＭからの参照画像ブロックの輝度信号画素データ読出シーケンスを示す図
である。この図２４（Ａ）においても、ＳＤＲＡＭはレイテンシーが２であり、バースト
長が２に設定される。
【０１３４】
クロックサイクル♯０において、バンクＡに対しアクティブコマンドＡｃｔを与え、次い
でクロックサイクル♯２においてバンクＡに対しリードコマンドＲｄを与える。クロック
サイクル♯４からバンクＡは２ワードの画素データが順次読出される。クロックサイクル
♯４において再びリードコマンドＲｄをバンクＡに対し与え、次の２ワード画素データを
指定する。クロックサイクル♯５においてバンクＢに対しアクティブコマンドＡｃｔを与
え、次いでクロックサイクル♯７においてバンクＢに対しリードコマンドＲｄを与える。
【０１３５】
クロックサイクル♯６においては、バンクＡに対しオートプリチャージ付リードコマンド
Ｒｄａが与えられる。したがって、クロックサイクル♯９からはバンクＢからの画素デー
タワードが順次出力される。クロックサイクル♯８において、バンクＡがプリチャージへ
移行する。クロックサイクル♯９において再びリードコマンドＲｄをバンクＢに対し与え
、次の２ワードの画素データを指定する。
【０１３６】
クロックサイクル♯１０において、バンクＡに対しアクティブコマンドＡｃｔを与え、バ
ンクＡにおいて次のページを選択状態とする。クロックサイクル♯１１においてバンクＢ
に対しオートプリチャージ付きリードコマンドＲｄａを与え、次の２ワードの画素データ
を指定するとともに、２ワードの画素データ読出後のバンクＢのプリチャージを指定する
。クロックサイクル♯１２においてバンクＡに対しリードコマンドを与え、クロックサイ
クル♯１４からバンクＡからの画素データワードを順次読出す。クロックサイクル♯１４
においてバンクＡから読出された画素データワードは、外部に設けられたワード列変換回
路において不要として切捨てられる。またクロックサイクル♯１４において再びリードコ
マンドＲｄをバンクＡに対し与える。またクロックサイクル♯１６においてオートプリチ
ャージ付きリードコマンドＲｄａをバンクＡに対して与える。バンクＢにおいては、クロ
ックサイクル♯１５においてアクティブコマンドＡｃｔが与えられ次のページが選択状態
とされている。クロックサイクル♯１７においてリードコマンドＲｄを与えることにより
、このリードコマンドに従ってクロックサイクル♯１９からバンクＢからの画素データワ
ードが読出される。
【０１３７】
クロックサイクル♯１８において再びバンクＢに対しリードコマンドＲｄを与える。
【０１３８】
バンクＡに対して最初に与えられるリードコマンドＲｄにより指定される画素データワー
ドが外部で不要とされる。バンクＡおよびバンクＢ交互に５ワードずつ読出し、外部で不
要データワードを除去することにより、バンクＡから４ワード、バンクＢから５ワードを
交互に読出すことができる。
【０１３９】
図２４（Ｂ）は、先頭コラムアドレスが奇数でありかつ先頭画素がバンクＢに含まれる場
合のデータ読出シーケンスを示す図である。図２４（Ｂ）において、クロックサイクル♯
０においてバンクＡに対するアクティブコマンドＡｃｔが与えられ、次いでクロックサイ
クル♯２および♯３それぞれにおいてリードコマンドＲｄがバンクＡに対して与えられる
。クロックサイクル♯３において与えられたリードコマンドＲｄに従ってクロックサイク
ル♯４から２ワードの画素データが順次読出される。クロックサイクル♯２において与え
られたリードコマンドＲｄにより指定される画素データワードは、外部で不要として除去
される。クロックサイクル♯５において、オートプリチャージ付きリードコマンドＲｄａ
をバンクＡに与え、クロックサイクル♯７から２ワードの画素データを順次バンクＢから
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読出す。
【０１４０】
一方、バンクＢに対しクロックサイクル♯４においてアクティブコマンドＡｃｔを与え、
ページを選択状態とし、クロックサイクル♯７および♯８において、それぞれリードコマ
ンドＲｄをバンクＢに対し与える。これにより、クロックサイクル♯９からバンクＢから
の画素データワードが順次読出される。この場合においても、クロックサイクル♯７にお
いて与えられたリードコマンドＲｄにより指定される２ワードの画素データのうち後のワ
ードが読出されず、クロックサイクル♯８において与えられたリードコマンドＲｄに従っ
て画素データワードが読出される。クロックサイクル♯１０においてバンクＢに対しオー
トプリチャージ付きリードコマンドＲｄａを与え、クロックサイクル♯１２からバンクＢ
から残りの２ワードの画素データを順次読出す。
【０１４１】
一方、クロックサイクル♯９において、バンクＡに対し再びアクティブコマンドＡｃｔを
与え、次のページを選択状態とする。次いで、クロックサイクル♯１２および♯１３にお
いてリードコマンドＲｄをそれぞれバンクＡに対して与え、クロックサイクル♯１４から
順次画素データワードを読出す。この場合においても、クロックサイクル♯１２において
与えられたリードコマンドＲｄが指定する画素データワードは外部に設けられた回路によ
り不要として削除される。クロックサイクル♯１５において、オートプリチャージ付きリ
ードコマンドＲｄａをバンクＡに対して与え残りの２ワードの画素データを読出す。一方
クロックサイクル♯１４においてバンクＢに対してアクティブコマンドＡｃｔを与え、ク
ロックサイクル♯１７および♯１８それぞれにおいて、バンクＢに対しリードコマンドＲ
ｄを与える。これにより、クロックサイクル♯１９からバンクＢからの画素データが順次
読出される。
【０１４２】
この図２４（Ｂ）に示すデータ読出シーケンスにおいても、バンクＡから読出される先頭
ワードの画素データが外部で不要とされる。したがって、読出データシーケンスは、図２
４（Ａ）と同じである。コマンドの与え方が互いに異なっているだけである。この図２４
（Ｂ）に示す動作シーケンスにおいて、バンクＡに対するアクティブコメントＡｃｔを破
線ブロックで示すようにクロックサイクル♯０の前のクロックサイクルにおいて与えるよ
うに構成してもよい。この場合、コマンドの印加シーケンスがバンクＡおよびバンクＢに
おいてすべて同じとなる。ただしアクティブコマンドが与えられてから最初の画素データ
の読出しが１クロックサイクル遅れることになる。
【０１４３】
この図２４（Ａ）および（Ｂ）に示す読出シーケンスにおいても、バンクＡおよびバンク
Ｂから交互に５ワードの画素データワードを順次読出すことができる。先頭コラムアドレ
スが偶数の場合、先頭画素がバンクＡおよびバンクＢのいずれに含まれるかにかかわらず
、同じ動作シーケンスで必要とされる参照画像クロック画素データを読出すことができる
（図２３（Ａ）および図２４（Ａ）参照）。また、先頭コラムアドレスが奇数の場合にお
いても、先頭画素がバンクＡおよびバンクＢのいずれに含まれるかにかかわらず、同じシ
ーケンスで必要とされる参照ブロック画素データを読出すことができる（図２３（Ｂ）お
よび図２４（Ｂ）参照）。したがって同じシーケンスで必要とされる画素データを読出す
ことができるため、制御が容易となる。
【０１４４】
図２５（Ａ）および（Ｂ）は、色差信号画素データワードをＳＤＲＡＭから読出す際のシ
ーケンスを示す図である。この図２５（Ａ）および（Ｂ）においても、ＳＤＲＡＭはレイ
テンシーが２であり、バースト長が２に設定されている。まず図２５（Ａ）を参照して、
先頭コラムアドレスが偶数である場合の色差信号画素データワードの読出シーケンスにつ
いて説明する。
【０１４５】
クロックサイクル♯０において、バンクＡに対しアクティブコマンドＡｃｔを与え、クロ
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ックサイクル♯２および♯４においてそれぞれバンクＡに対しリードコマンドＲｄを与え
る。これにより、クロックサイクル♯４から画素データワードが順次読出される。クロッ
クサイクル♯５において、バンクＢに対してアクティブコマンドＡｃｔを与え、ページを
選択状態とする。クロックサイクル♯６においてバンクＡに対しオートプリチャージ付リ
ードコマンドＲｄａを与える。次いでクロックサイクル♯７においてバンクＢに対しリー
ドコマンドＲｄを与える。オートプリチャージ付リードコマンドＲｄａに従って、クロッ
クサイクル♯８から画素データワードが読出されるが、クロックサイクル♯９においては
、バンクＢからクロックサイクル♯７に与えられたリードコマンドＲｄに従って画素デー
タワードが読出される。これにより、バンクＡからは、５ワードの画素データが連続して
読出される。次いで、クロックサイクル♯９においてバンクＢに対してリードコマンドＲ
ｄを与え、続いてクロックサイクル♯１１においてバンクＢに対してオートプリチャージ
付リードコマンドＲｄａを与える、クロックサイクル♯１０においてアクティブコマンド
ＡｃｔをバンクＡに与え、次のページを選択状態とする。
【０１４６】
クロックサイクル♯１２においてバンクＡに対しリードコマンドＲｄを与える。これによ
り、クロックサイクル♯１４からバンクＡからの画素データワードが順次読出される。ク
ロックサイクル♯１４においてバンクＡに対しリードコマンドＲｄを与え、クロックサイ
クル♯１６においてオートプリチャージ付リードコマンドＲｄａをバンクＡに対して与え
る。一方、クロックサイクル♯１５においてバンクＢに対しアクティブコマンドＡｃｔを
与え、クロックサイクル♯１７および♯１９においてそれぞれバンクＢに対しリードコマ
ンドＲｄを与える。これにより、クロックサイクル♯１９からはバンクＢからの画素デー
タワードが順次５ワード連続して読出される。
【０１４７】
この先頭コラムアドレスが偶数の場合、５ワード単位でバンクＡおよびバンクＢから交互
に画素データワードが読出されている。この色差信号の画素データの読出シーケンスは、
図２３（Ａ）および図２４（Ａ）に示す輝度信号画素データ読出シーケンスと同じである
。したがって、先頭コラムアドレスが偶数の場合、ＳＤＲＡＭに対するアクセスシーケン
スを輝度信号および色差信号について同じとすることができる。
【０１４８】
次に、図２５（Ｂ）を参照して、色差信号画素データの先頭コラムアドレスが奇数の場合
の読出シーケンスについて説明する。クロックサイクル♯０においてアクティブコマンド
ＡｃｔがバンクＡに対して与えられ、次いでクロックサイクル♯２および♯３に対しリー
ドコマンドＲｄがバンクＡに対して与えられる。クロックサイクル♯２に与えられたリー
ドコマンドにより指定された画素データワードがクロックサイクル♯４から読出され、次
いでクロックサイクル♯５からは、クロックサイクル♯３において与えられたリードコマ
ンドＲｄにより指定される画素データワードが読出される。
【０１４９】
次いでクロックサイクル♯５において、バンクＡに対し応答プリチャージ付リードコマン
ドＲｄａを与える。これにより、クロックサイクル♯７から残りの２ワードの画素データ
が順次読出される。一方、クロックサイクル♯４においてバンクＢに対しアクティブコマ
ンドＡｃｔを与え、バンクＢのページを選択状態とする。次いでクロックサイクル♯７に
おいてバンクＢに対しリードコマンドＲｄを与え、クロックサイクル♯９からバンクＢか
らの画素データワードを読出す。続いてクロックサイクル♯８においてリードコマンドＲ
ｄをバンクＢに対して与えることにより、クロックサイクル♯１０からはこのクロックサ
イクル♯８において与えられたリードコマンドＲｄに従って選択された画素データワード
が順次読出される。クロックサイクル♯１０においてオートプリチャージ付リードコマン
ドＲｄａをバンクＢに対して与える。これにより、クロックサイクル♯１２から４ワード
の画素データが順次読出される。
【０１５０】
一方、クロックサイクル♯９においてバンクＡに対しアクティブコマンドＡｃｔを与え、

10

20

30

40

50

(28) JP 3686155 B2 2005.8.24



次のページを選択状態とする。クロックサイクル♯１２および♯１３においてそれぞれバ
ンクＡ対しリードコマンドＲｄを与えて３ワードの画素データを順次読出す。次いでクロ
ックサイクル♯１５においてオートプリチャージ付リードコマンドＲｄａをバンクＡに対
して与えて残りの２ワードの画素データを順次クロックサイクル♯１７から読出す。
【０１５１】
一方、バンクＢに対しては、クロックサイクル♯１４においてアクティブコマンドＡｃｔ
を与えて次のページを選択状態とし、続いてクロックサイクル♯１７および♯１８におい
てリードコマンドＲｄをバンクＢに対して与える。
【０１５２】
先頭コラムアドレスが奇数の場合、バンクＡおよびバンクＢに対し、リードコマンドを連
続して与えることにより、必要とされる５ワードの画素データを読出すことができる。こ
の図２５（Ｂ）に示す読出動作シーケンスにおいて、図において破線ブロックで示すよう
に、バンクＡに対するアクティブコマンドＡｃｔはクロックサイクル♯０よりも１クロッ
クサイクル前のクロックサイクルにおいて与えられてもよい。またこの図２５（Ｂ）に示
す動作シーケンスは、図２３（Ｂ）および図２４（Ｂ）に示す読出シーケンスと同じであ
り、したがって先頭コラムアドレスが奇数の場合においても、輝度信号および色差信号に
対し同じアクセスシーケンスでＳＤＲＡＭから必要な画素データを読出すことができる。
【０１５３】
したがって、この実施の形態２においても、先頭コラムアドレスが偶数であるか奇数であ
るかに従ってアクセスシーケンスが異なるものの、輝度信号および色差信号に対し同じア
クセスシーケンスで必要とされる画素データをＳＤＲＡＭから読出すことができ、またペ
ージ変更のためのオーバヘッドは生じず、連続的に画素データワードを読出すことができ
る。
【０１５４】
図２６は、この参照ブロック画像読出時におけるコラムアドレス発生部の構成を示す図で
ある。この実施の形態２における参照画像アドレス発生器の構成は、図１７に示す構成と
ロウアドレスについては同じである。ロウアドレスについては、アドレス発生器により、
１０ワード読出しごとにその値が１増分される。したがって同一の構成を利用することが
でき、図１６に示すアクセスコントローラ８６の制御の下に必要とされるロウアドレスを
生成することができる。
【０１５５】
図２６において、コラムアドレス発生部は、図１７に示す先頭ロウ／コラムアドレス発生
器８０ｃに含まれる先頭コラムアドレス生成器８０ｃｃからの先頭コラムアドレスを受け
てコラムアドレスＡＤＹを生成するコラムアドレス発生器８０ｄを含む。このコラムアド
レス発生器８０ｄは、先頭コラムアドレス生成器８０ｃｃからの先頭コラムアドレスを初
期値としてクロック信号ＣＬＫをカウントするクロックカウンタ８０ｄａと、クロックカ
ウンタ８０ｄａのカウント値をアクセスコントローラ８６の制御の下にコラムアドレスと
して出力するセレクタ８０ｄｂを含む。
【０１５６】
クロックカウンタ８０ｄａは、アクセスコントローラ８６の制御の下に、リードコマンド
が与えられると起動されてクロック信号ＣＬＫをカウントする。このクロック信号ＣＬＫ
はアクセスサイクルを規定する。アクセスコントローラ８６は、オートプリチャージ付リ
ードコマンドを出力するとクロックカウンタ８０ｄａのカウント値を初期値にリセットす
る。セレクタ８０ｄｂは、アクセスコントローラ８６がリードコマンドまたはオートプリ
チャージ付リードコマンドが与えられたときにクロックカウンタ８０ｄａのカウント値を
選択して出力する。
【０１５７】
クロックカウンタ８０ｄａは、クロック信号ＣＬＫをカウントしており、したがって先頭
コラムアドレスが偶数の場合には、クロックカウンタ８０ｄａは、リードコマンドまたは
オートプリチャージコマンドが与えられることごとに２増分されており、したがってセレ
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クタ８０ｄｂからは、各リードコマンドまたはオートプリチャージコマンドに従って２増
分されたコラムアドレスＡＤＹが出力される。一方、奇数アドレスが先頭コラムアドレス
の場合、アクセスコントローラ８６は、リードコマンドを最初連続して与える。このとき
、クロックカウンタ８０ｄａはカウント値が１増分されているだけであり、したがってリ
ードコマンドが連続して与えられるときには、セレクタ８０ｄｂから出力されるコラムア
ドレスＡＤＹは、連続するコラムアドレス値となる。オートプリチャージ付リードコマン
ドをアクセスコントローラ８６が出力するときにクロックカウンタ８０ｄａのカウント値
を初期値にリセットすることにより、バンクＡおよびバンクＢに対し交互にアクセスする
場合において、常時同じ先頭アドレスから必要とされる画素データワードを読出すことが
できる。
【０１５８】
読出される画素データワードの配列順序は実施の形態１と同じであり、したがって、先の
実施の形態１と同様の画素データワードの配列順序を変換するための構成を利用すること
ができる。
【０１５９】
以上のように、この発明の実施の形態２に従えば、レイテンシー２およびバースト長２の
ＳＤＲＡＭを用いても、５ワード単位で交互にＳＤＲＡＭから画素データワードを読出し
ているため、連続的に必要とされる画素データワードを読出すことができ、効率的なデー
タ転送を実現することができる。
【０１６０】
なお、表示画像データ読出時および復号画像データ書込時においては、先頭コラムアドレ
スは偶数アドレスとなるため、これらの動作においては、画像の先頭位置からアクセスが
行なわれるため）、そのアクセスシーケンスに従って必要なアドレスが生成される。この
場合においても、実施の形態１と同様、コラムアドレスがリードコマンドに従って２ずつ
増分されればよく、またロウアドレスが、必要とされるデータワード（１ページのデータ
ワード）がすべて読出されたときに１増分される構成が利用されればよく、実施の形態１
と同様の構成を利用することができる。
【０１６１】
［実施の形態３］
図２７（Ａ）および（Ｂ）は、この発明の実施の形態３に従うデータ配置態様を示す図で
ある。画像復号表示装置においては、符号化装置から符号化された画像データが転送され
る。この符号化画像データは、ビットストリームと呼ばれ、画像の圧縮データおよび画像
の特性情報などを含む。通常、ＭＰＥＧ２規格においては、ビットストリームは複数のレ
イヤの階層構造を有しており、各レイヤは、レイヤの先頭および属性を示す情報を含んで
いる。また音声データも同様与えられる。これらの、符号化画像データ（ビットストリー
ム）のデータの入出力順序（書込みおよび読出し）は固定されている。このような復元さ
れた画像データ以外のデータもＳＤＲＡＭへ配置する。
【０１６２】
図２７（Ａ）において、データ列Ｄａｔａ♯０、…は、１ワードを１６ビットとして、か
つ８ワードがアクセスの単位としてＳＤＲＡＭに格納される。図２７（Ｂ）に示すように
、バンクＡにおいては、この８ワードのデータＤａｔａ♯０～Ｄａｔａ♯７のうち、４ワ
ードのデータＤａｔａ♯０～Ｄａｔａ♯３がバンクＡに格納され、バンクＢには、残りの
４ワードデータＤａｔａ♯４～Ｄａｔａ♯７が格納される。これらのデータワードのアド
レス構成は、図４において示すアドレス構成と同じである。次にこの図２７（Ａ）および
（Ｂ）のデータ読出動作を、図２８（Ａ）に示すシーケンス図を参照して説明する。ここ
で、ＳＤＲＡＭはレイテンシーは２、バースト長が４に設定される。なお、ＳＤＲＡＭに
おいて、バースト長は、外部からのコマンドにより、所望の値に設定することができる。
【０１６３】
クロックサイクル♯０において、アクティブコマンドＡｃｔをバンクＡに対し与え、クロ
ックサイクル♯２においてオートプリチャージ付リードコマンドＲｄａをバンクＡに対し
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て与える。クロックサイクル♯４からバンクＡからデータＤａｔａ♯０～♯３が順次読出
される。クロックサイクル♯４において、バンクＢに対しアクティブコマンドＡｃｔを与
え、クロックサイクル♯６においてオートプリチャージコマンドＲｄａをバンクＢに対し
て与える。これにより、クロックサイクル♯８からバンクＢからのデータワードＤａｔａ
♯４～♯７が順次出力される。次いでクロックサイクル♯８において、バンクＡに対しア
クティブコマンドＡｃｔを与え、クロックサイクル♯１０においてオートプリチャージコ
マンドＲｄａを与える。次に、クロックサイクル♯１２からバンクＡからのデータワード
が順次４ワード出力される。
次いでクロックサイクル♯１２においてアクティブコマンドＡｃｔをバンクＢに対して与
え、クロックサイクル♯１４においてオートプリチャージ付リードコマンドＲｄａをバン
クＢに対して与える。それにより、クロックサイクル♯１６からバンクＢからデータワー
ドが４ワード順次読出される。クロックサイクル♯１６において、バンクＡに対してアク
ティブコマンドＡｃｔを与え、クロックサイクル♯１８において、オートプリチャージ付
リードコマンドＲｄａをバンクＡに対して与える。
【０１６４】
このバースト長が４でありレイテンシーが２のＳＤＲＡＭに対しては、アクティブコマン
ドとリードコマンドのクロックサイクルを２クロックサイクルとし、またバンクＡとバン
クＢに対し、４クロックサイクル周期で交互にコマンドを与えることにより、４ワード単
位でバンクＡおよびＢから連続的にデータワードを読出すことができる。このデータ読出
シーケンスの場合でも、バンクＡおよびバンクＢが交互に読出されている。したがって、
このアクセスシーケンスは、画像データ（復元後の画像データ）のアクセスシーケンスと
同じである。したがって図２８（Ｂ）に示すように、データＤａｔａをバンクＡおよびバ
ンクＢから交互に読出し、他のデータ（Ｄａｔａ）のバンクＢからの読出時に、バンクＡ
を活性状態として、画像データを読出す準備をし、必要とされるワードデータＤａｔａ読
出完了後バンクＡから画像データを順次必要とされる数だけ読出すことができる。バンク
Ｂからの画像データ読出時に他のデータワードＤａｔａを読出すためにバンクＡを選択状
態とし、画像データ読出完了後バンクＡから必要とされるワードデータを出力する。した
がって、復元後の画像データの読出シーケンスおよび必要とされるデータワードＤａｔａ
をバンクＡおよびバンクＢを交互に切換えて選択的にアクセスすることができ、効率的な
データ転送を実現することができる。
【０１６５】
［変更例］
図２９（Ａ）－（Ｃ）は、この発明の実施の形態３の変更例の構成を示す図である。図２
９（Ａ）において、データワードＤａｔａは、１０ワードをアクセスの単位としてＳＤＲ
ＡＭに格納される。１０ワードのデータＤａｔａ♯０～Ｄａｔａ♯９のうち、前半の５ワ
ードＤａｔａ♯０～Ｄａｔａ♯４がバンクＡに格納され、後半の５ワードＤａｔａ♯５～
♯９がバンクＢに格納される（図２９（Ｂ）参照）。次に図２９（Ｃ）に示すシーケンス
図を参照して、データ読出動作について説明する。ただし、この変更例においては、ＳＤ
ＲＡＭはレイテンシーが２であり、バースト長がフルページである。
【０１６６】
クロックサイクル♯０において、バンクＡに対しアクティブコマンドＡｃｔを与えてクロ
ックサイクル♯２においてバンクＡに対しリードコマンドＲｄを与える。これにより、ク
ロックサイクル♯４においてバンクＡからデータワードＤａｔａ♯０－♯４が順次出力さ
れる。クロックサイクル♯５においてバンクＢに対しアクティブコマンドＡｃｔを与え、
クロックサイクル♯７においてバンクＢに対しリードコマンドＲｄを与える。クロックサ
イクル♯９からバンクＢからのデータワードＤａｔａ♯５－♯９が順次読出される。クロ
ックサイクル♯８において、バンクＡに対しプリチャージコマンドＰｒｅを与え、バンク
Ａをプリチャージ状態に復帰させる。
【０１６７】
次いでクロックサイクル♯１０においてバンクＡに対しアクティブコマンドＡｃｔを与え
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、クロックサイクル♯１２においてリードコマンドＲｄをバンクＡに対して与える。した
がってクロックサイクル♯１４からバンクＡからの５ワードのデータが順次読出される。
クロックサイクル♯１３においてバンクＢに対しプリチャージコマンドＰｒｅを与え、次
いでクロックサイクル♯１５および♯１７においてアクティブコマンドＡｃｔおよびリー
ドコマンドＲｄをそれぞれバンクＢに対して与える。これにより、クロックサイクル♯１
９から５ワードのデータがバンクＢから読出し始められる。クロックサイクル♯１８にお
いてバンクＡに対してプリチャージコマンドＰｒｅを与える。
【０１６８】
このアクセスシーケンスにおいても、バンクＡおよびバンクＢに対して同じアクセスシー
ケンスで交互に５ワードのデータが読出される。したがって効率的にデータ転送を行なう
ことができる。なおこのアクティブコマンドＡｃｔが与えられる場合、ページが変更され
てもよく、また同一ページに対し再びアクセスが行なわれてもよい。画像データ（復元後
の画像データ）へのアクセスシーケンスと、それ以外の画像データへのアクセスシーケン
スをほぼ同じとすることができ、ＳＤＲＡＭのアクセス制御が容易となる。
【０１６９】
このＳＤＲＡＭの画像データ以外のデータワードの入出力の制御は、図１５に示す制御ユ
ニット６の制御のもとに実行される。このデータワードＤａｔａは、図１に示すＳＤＲＡ
Ｍの空き領域に格納される。データの入出力シーケンスは固定であり、アドレスは、ＦＩ
ＦＯ的に（ファーストイン・ファーストアウトメモリと同様に）発生されればよい。ビッ
トストリームの転送速度と復号化ユニットにおける符号処理速度の相違を緩和するための
バッファをＳＤＲＡＭを用いて実現することができる。
【０１７０】
ＳＤＲＡＭにおいて、アクティブコマンドのために２クロックサイクル必要とされ、プリ
チャージコマンドのために２クロックサイクル必要とされる。したがって合計４クロック
サイクルの間１つのバンクからデータの読出しが行なわれない。したがって他方のバンク
から最小４クロックサイクルのデータを連続的に読出す必要がある。したがって、Ｑを４
以上の整数として、２・Ｑワードをデータアクセス単位とし、各バンクＡおよびＢそれぞ
れにＮワードずつデータを格納することにより、復元画像データの転送と両立するデータ
転送を実現することができる。
【０１７１】
以上のように、この発明の実施の形態３に従えば、画像データ（復元画像データ）以外の
データワードも、Ｎワードずつ交互にバンクＡおよびバンクＢにアクセスして格納するよ
うに構成しているため、復元画像データ転送と両立して効率的に必要とされるデータの転
送を行なうことが可能となる。
【０１７２】
［実施の形態４］
図３０（Ａ）ないし（Ｃ）は、この発明の実施の形態４に従う画像復号装置におけるＳＤ
ＲＡＭのアドレス割当てを示す図である。図３０（Ａ）において、輝度信号（Ｙ）の各画
素データは、１画素置きの２画素がＳＤＲＡＭの１ワードとして構成され、隣接ワードを
それぞれ交互にバンクＡおよびバンクＢに格納する。すなわち、隣接する偶数番号の２画
素を１ワードとしてバンクＡに格納し、隣接する奇数番号の２画素をＳＤＲＡＭの１ワー
ドとしてバンクＢに格納する。図３０（Ａ）において、番号０および２の画素がワード♯
０として取扱われ、番号１および３の画素がワード♯１として処理される。同様、隣接す
る偶数番号ｎ，ｎ＋２の２画素が偶数番号のワード♯２ｎとして取扱われ、隣接する奇数
番号ｎ＋１，ｎ＋３の２画素がワード♯２ｎ＋１として取扱われる。
【０１７３】
図３０（Ｂ）において、ＳＤＲＡＭロウアドレスがｎの記憶位置においては、隣接する２
ワードがバンクＡおよびバンクＢの同じコラムアドレス位置に格納される。たとえば、コ
ラムアドレスが０の記憶位置においてバンクＡにはワード♯０が格納され、バンクＢには
、ワード♯１が格納される。すなわち、コラムアドレスがｎのとき、バンクＡには、ワー
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ド♯２ｎが格納され、バンクＢにはワード♯２ｎ＋１が格納される。
【０１７４】
図３０（Ｃ）において、隣接するロウアドレスｎ＋１においても同様、バンクＡには、偶
数番号のワード♯０、♯２…が格納され、バンクＢにおいては、帰趨番号のワード♯１、
♯３…が格納される。このロウアドレスｎ＋１においても、隣接する２ワードは同じコラ
ムアドレス位置に格納される。
【０１７５】
色差信号については、先の実施の形態１の場合と同様、バンクＡにおいては、色差信号Ｃ
ｂの画素データが格納され、バンクＢには色差信号Ｃｒの画素データが格納される。これ
らは、それぞれ２画素を１ワードとして格納される。この実施の形態４においても、５ワ
ード単位で輝度信号画素データおよび色差信号画素データをバンクＡおよびバンクＢから
交互に読出して転送することができる。
【０１７６】
図３１（Ａ）－（Ｄ）は、輝度信号画素に対するアドレスを示す図である。今、図３１（
Ａ）に示すように、ライン番号ｎに配列される輝度信号画素データＰＸ０…ＰＸｉ，ＰＸ
ｉ＋１，…を考える。画素ＰＸｉの画素番号はｉである。
【０１７７】
図３１（Ｂ）に示すように、画素ＰＸｉに対するロウアドレスは、偶数フレームの場合に
はライン番号ｎとなり、奇数フレームの場合には、ライン番号ｎ＋７２０となる（図１の
フレーム格納アドレス参照）。一方、画素番号ｉを２進表示したとき最下位ビットがバン
クアドレスビットＢＡとなり、２番目の最下位ビットは、ワードにおける上位／下位を示
す上位／下位指示ビットＵ／Ｌとなる。残りの上位ビットがコラムアドレスとして利用さ
れる。バンクアドレス信号ビットＢＡが０の場合には、バンクＡが指定され、バンクアド
レス信号ビットＢＡが１の場合には、バンクＢが指定される。上位／下位指示ビットＵ／
Ｌは、０の場合には先頭画素を示し、上位バイト位置に格納される。また上位／下位指示
ビットＵ／Ｌが１の場合には、その画素は、ワードの後半バイト位置に格納されることを
示す。
【０１７８】
図３１（Ｃ）に示すように、画素ＰＸ２４８は、番号「２４８」を２進表示すると「００
０１１１１１０００」となる。最下位ビットが「０」であり、この画素ＰＸ２４８がバン
クＡに格納されることが示される。２番目の最下位ビットは「０」であり、このバンクＡ
におけるワードの先頭画素であることが示される。残りのビットがコラムアドレスとして
利用され、コラムアドレス６２が指定される。
【０１７９】
図３１（Ｄ）に示すように、隣接画素ＰＸ２４９については、番号「２４９」を２進表示
すれば「０００１１１１１００１」であり、最下位ビットは「１」であり、画素ＰＸ２４
９はバンクＢに格納されることが示される。２番目の最下位ビットは「０」であり、画素
ＰＸ２４９はワードの先頭画素であることが示される。残りのビットがコラムアドレスと
して利用される。したがって画素ＰＸ２４８およびＰＸ２４９はそれぞれバンクＡおよび
バンクＢの同じアドレス位置に格納されることが示される。
【０１８０】
この実施の形態４における各画素に対するアドレス割当ては、実施の形態１のアドレス割
当てとバンクアドレスビットと上位／下位指示ビットの位置が交換されることを除いて同
じである。したがってＳＤＲＡＭのアクセス時においては、実施の形態１に示す構成（図
１６－図１９参照）を利用してアドレスを生成することができる。
【０１８１】
色差信号画素のアドレスは、実施の形態１のアドレス割当てと同じである。
参照画像ブロックの画素データ読出時においては、バンクＡおよびバンクＢから交互に５
ワードのデータが読出される。したがって、実施の形態１および実施の形態２のいずれか
の方法にしたがって画素データワードが読出される。
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【０１８２】
図３２（Ａ）および（Ｂ）は、分数精度で予測符号化された画素データの復元時に必要と
される参照画素（予測画素）を示す図である。図３２（Ａ）において、２０個の輝度信号
画素ＰＸ０～ＰＸ１９の配列を考える。
【０１８３】
シーケンスＩにおいては、先頭画素が画素ＰＸ０であり、この場合には、画素ＰＸ０－Ｐ
Ｘ１６が必要とされる。シーケンスＩＩにおいては、先頭画素が、画素ＰＸ２であり、画
素ＰＸ２－ＰＸ１８が必要とされる。シーケンスＩＩＩにおいては、先頭画素は画素ＰＸ
１であり、画素ＰＸ１－ＰＸ１７が必要とされる。シーケンスＩＶにおいては、先頭画素
は画素ＰＸ３であり、画素ＰＸ３－ＰＸ１９が必要とされる。このシーケンスＩ－ＩＶそ
れぞれについて、図３２（Ｂ）に示すようにバンクＡおよびバンクＢから５ワードを交互
に読出す。この場合には、２０画素ＰＸ０－ＰＸ１９が読出される。外部に設けられるワ
ード列変換回路において、不要とされる画素データを切捨てる（この構成については後に
説明する）。
【０１８４】
図３２（Ｂ）の（ａ）に示すように、シーケンスＩにおいては、画素ＰＸ１７－ＰＸ１９
が不要とされる。この場合、先頭画素の上位／下位指示ビットＵ／Ｌは０であり、バンク
アドレスビットＢＡも０である。
【０１８５】
図３２（Ｂ）の（ｂ）に示すように、シーケンスＩＩでは、不要とされる画素は、画素Ｐ
Ｘ０、およびＰＸ１、およびＰＸ１９である。この場合には、先頭画素ＰＸ２の上位／下
位指示ビットＵ／Ｌは１であり、バンクアドレスビットＢＡは０である。
【０１８６】
図３２（Ｂ）の（ｃ）に示すように、シーケンスＩＩＩにおいては、不要画素は画素ＰＸ
０、ＰＸ１８およびＰＸ１９である。この先頭画素ＰＸ１の上位／下位指示ビットＵ／Ｌ
は、０であり、バンクアドレスビットＢＡは１である。
【０１８７】
図３２（Ｂ）の（ｄ）に示すように、シーケンスＩＶにおいては、不要とされる画素は画
素ＰＸ０－ＰＸ２である。先頭画素ＰＸ３の上位／下位指示ビットＵ／Ｌは、１であり、
バンクアドレスビットＢＡも１である。ワード番号♯２ｊとワード番号♯２ｊ＋１のワー
ドは同じコラムアドレスを有する。（図３０（Ｂ）および（Ｃ）参照）。したがって、こ
の実施の形態４においては、先頭画素のコラムアドレスに従ってバンクＡおよびバンクＢ
から交互に５ワードを読出し、その後、不要とされる３画素データを外部で切捨てる。
【０１８８】
図３３は、この発明の実施の形態４において用いられる参照画像アドレス発生器のコラム
アドレス生成部の構成を示す図である。この図３３に示す構成は、図１８に示すコラムア
ドレス生成部の構成に対応する。図３３において、参照画像アドレス生成器のコラムアド
レス生成部は、輝度信号画素番号を格納するレジスタ８１ｅと、色差信号画素番号を格納
するレジスタ８１ｃと、レジスタ８１ｅの所定数の上位アドレスビットとレジスタ８１ｃ
の所定数の上位アドレスビットの一方を輝度／色差指示信号に従って選択するセレクタ８
１ｄを含む。このレジスタ８１ｅおよび８１ｃへは、図１７に示す先頭画素位置検出器８
０ｂからの情報が格納される。レジスタ８１ｅからは、最下位２ビットを除く上位ビット
が選択されてセレクタ８１ｄへ与えられる。レジスタ８１ｃからは、最下位ビットを除く
上位ビットがセレクタ８１ｄへ与えられる。図３２（Ｂ）に示すように、先頭画素が画素
ＰＸ０～ＰＸ３のいずれの場合であっても、バンクＡから先に画素データワードが読出さ
れるが、いずれの場合でもコラムアドレスは同じである。したがって、先頭画素データが
格納されるバンクに従ってコラムアドレスを変更する必要はない。ロウアドレスについて
は、実施の形態１の場合と同様、図１９に示す構成が利用される。この図３３に示すコラ
ムアドレス生成部を利用して、バンクＡおよびバンクＢから交互に５ワードデータが連続
的に読出される。これにより、参照画像ブロックを含む２０画素のデータが読出される。
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【０１８９】
図３４は、ワード列変換回路の構成を示す図である。このワード列変換回路において、読
出された２０ワードの画素の配列が変換される。
【０１９０】
図３４は、ワード列変換回路の構成を概略的に示す図である。図３４において、ワード列
変換回路８８（図１６参照）は、ＳＤＲＡＭから読出された１６ビットの画素データワー
ドのうち上位８ビットをセレクタ８８ｅを介して順次格納するレジスタ８８ｄと、１６ビ
ットの画素データワードの下位８ビットをセレクタ８８ｇを介して順次格納するレジスタ
８８ｆと、レジスタ８８ｄおよび８８ｆに格納された画素データを順次１６ビットの画素
データワードとして読出すためのセレクタ８８ｈを含む。
【０１９１】
レジスタ８８ｄおよび８８ｆは、それぞれ１０画素データワードを格納する容量を備える
。セレクタ８８ｅは、上位８ビットの画素データを順次レジスタ８８ｄへ格納する。セレ
クタ８８ｇは、下位８ビットの画素データを順次レジスタ８８ｆの格納位置へ格納する。
したがってセレクタ８８ｅおよび８８ｇは、単に順次その選択位置がクロックサイクルご
とに切換わるだけである。図３４においては、レジスタ８８ｄおよび８８ｆに格納される
輝度信号画素番号を示す。レジスタ８８ｄには、画素データＰＸ０、ＰＸ１、ＰＸ４、Ｐ
Ｘ５、ＰＸ８、ＰＸ９、ＰＸ１２、ＰＸ１３、ＰＸ１６およびＰＸ１７が格納される。一
方、レジスタ８８ｆには、画素ＰＸ２、ＰＸ３、ＰＸ６、ＰＸ７、ＰＸ１８、ＰＸ１１、
ＰＸ１４、ＰＸ１５、ＰＸ１８およびＰＸ１９が格納される。
【０１９２】
セレクタ８８ｈは、輝度信号画素データ読出時においては、レジスタ８８ｄおよび８８ｆ
から交互に２画素データを読出す（実線で示す）。すなわち、レジスタ８８ｄから画素デ
ータＰＸ０およびＰＸ１が読出された後、次いでレジスタ８８ｆから画素データＰＸ２お
よびＰＸ３が読出される。次いでレジスタ８８ｄから画素データＰＸ４およびＰＸ５が読
出される。これにより、バンクＡおよびバンクＢから５ワード単位で読出された輝度信号
画素データは、画素ライン上の配列順序に従った１６ビットデータに変換されて出力され
る。
【０１９３】
色差信号の場合、セレクタ８８ｅおよび８８ｇの動作は輝度信号画素データの格納時の場
合と同じであり、したがってレジスタ８８ｄおよび８８ｆ各々の格納位置には、色差信号
ＣｂおよびＣｒが順次格納される。この場合には、セレクタ８８ｈは、輝度／色差指示信
号に従って、格納時と同様にしてレジスタ８８ｄおよび８８ｆからまず色差信号Ｃｂを５
ワード読出し、次いでレジスタ８８ｄおよび８８ｆから色差信号Ｃｒの画素データワード
を読出す（破線で示す）。この場合、セレクタ８８ｈは、色差信号Ｃｂおよび色差信号Ｃ
ｒのワードを交互に読出すように構成されてもよい。セレクタ８８ｈには、単にレジスタ
の各格納位置を１６ビットデータパスに接続するスイッチング素子のオン／オフを制御す
るシーケンスコントローラのシーケンスが輝度／色差指示信号に従って切換えられる構成
が用いられればよい。
【０１９４】
このセレクタ８８ｈにより配列順序が変換された画素データワードは復号化ユニット２に
含まれる画素列生成回路２ｂへ与えられる。画素列生成回路２ｂは、輝度信号画素データ
の場合には、バンクアドレスビットＢＡおよび上位／下位指示ビットＵ／Ｌに従って不要
とされる３画素のデータを切捨てて必要とされる１７画素のデータを選択して８ビット画
素データ列を生成する。この画素列生成回路２ｂにおいては、バンクアドレスビットＢＡ
および上位／下位指示ビットＵ／Ｌの値に従って、最終３画素（シーケンスＩ）、先頭２
画素および最終１画素（シーケンスＩＩ）、先頭１画素および最終２画素（シーケンスＩ
ＩＩ）、および先頭３画素（シーケンスＩＶ）のデータを切捨てる（先頭有効画素から１
７画素選択する）。色差信号画素データの場合には、実施の形態１と同様の選択動作が行
なわれる。
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【０１９５】
なお、この図３４に示すワード列変換回路において、ＳＤＲＡＭからの画素データワード
の読出しとワード列変換を同時に（パイプライン的に）行なう場合には、この図３０に示
す構成を２つ並列に設け、これらの２つの画素列変換回路を交互に書込みおよび読出す構
成が利用されればよい。
【０１９６】
以上のように、この実施の形態４においても、ＳＤＲＡＭの１つ置きの隣接画素を１ワー
ドとしてバンクＡおよびバンクＢに交互に格納されるようにアドレスを各画素データの割
当てているため、実施の形態１と同様、バンクＡおよびバンクＢから交互に５ワードを連
続して読出すことができ、ページ変更のオーバヘッドを最小限に抑制して効率的にデータ
転送を行なうことができる。
【０１９７】
［実施の形態５］
図３５は、この発明の実施の形態５に従うＳＤＲＡＭのアドレス割当てを示す図である。
図３５において、ＳＤＲＡＭは８ビットデータの入出力を行ない、ロウアドレスが０－２
０４７、コラムアドレスが０－５１１を含む。このＳＤＲＡＭは、１６Ｍビットの記憶容
量を備える。偶数番号のフレーム♯０はロウアドレス０－７１９およびコラムアドレス０
－３５９の記憶領域に格納され、奇数番号のフレーム♯１が、ロウアドレス７２０－１４
３９およびコラムアドレス０－３５９の記憶領域に格納される。フレーム♯０およびフレ
ーム♯１の各々は、４８０画素行・７２０画素列に配列される輝度信号画素データ（Ｙ）
および２４０画素行・３６０画素列に配列される色差信号画素データ（Ｃｂ，Ｃｒ）を含
む。
【０１９８】
図３６（Ａ）および（Ｂ）は、画素データのＳＤＲＡＭにおけるアドレスの割当てを示す
図である。図３６（Ａ）において、１ライン（ロウアドレス：ページ）に整列して配置さ
れる８ビット輝度信号画素データは交互にバンクＡおよびバンクＢに格納される。
【０１９９】
すなわち、図３６（Ｂ）に示すように、バンクＡのコラムアドレス♯０、♯１、♯２には
、偶数番号０，２，４の輝度信号画素データが格納され、バンクＢのコラムアドレス♯０
，♯１，♯２には、奇数番号の輝度信号画素データ１，３，５，が格納される。色差信号
は、図３５（Ｃ）に示すように、バンクＡには色差信号Ｃｂの画素データがコラムアドレ
ス♯０，♯１，♯２にそれぞれ対応して格納され、バンクＢには色差信号Ｃｒの画素デー
タがコラムアドレス♯０，♯１，♯２にそれぞれ格納される。色差信号については、した
がって同じ画素のデータはバンクＡおよびバンクＢの同じアドレスに格納される。バンク
ＡおよびバンクＢの１ラインに配置される画素データの数は、先の実施の形態１、２およ
び４と同様３６０画素である。次に、図３７に示す読出シーケンス図を参照してＳＤＲＡ
Ｍからの輝度信号画素データ読出動作について説明する。
【０２００】
図３７において、ＳＤＲＡＭは、レイテンシーが２であり、バースト長はフルページに設
定される。クロックサイクル♯０において、バンクＡに対しアクティブコマンドＡｃｔが
与えられ、バンクＡにおいてページが選択され、クロックサイクル♯２においてリードコ
マンドＲｄが与えられる。クロックサイクル♯４からバンクＡから８ビットの輝度信号画
素データが順次読出される。
【０２０１】
クロックサイクル♯９においてバンクＢに対しアクティブコマンドＡｃｔを与え、バンク
Ｂの同じページを選択状態とする。次いでクロックサイクル♯１１においてバンクＢに対
してリードコマンドＲｄを与える。このクロックサイクル♯１１のリードコマンドＲｄに
従って、クロックサイクル♯１３からはバンクＢからの８ビット輝度信号画素データが順
次読出される。クロックサイクル♯１２においてバンクＡに対しプリチャージコマンドＰ
ｒｅを与え、バンクＡをプリチャージ状態とし、ページ変更に備える。
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【０２０２】
クロックサイクル♯１８において、バンクＡに対しアクティブコマンドＡｃｔを与えて次
のページを選択状態とする。次いでクロックサイクル♯２０においてバンクＡに対しリー
ドコマンドＲｄを与え、クロックサイクル♯２２からバンクＡからの８ビット輝度信号画
素データを順次読出す。クロックサイクル♯２１において、バンクＢに対しプリチャージ
コマンドＰｒｅが与えられる。
【０２０３】
この図３７に示す読出シーケンスにおいては、９ワード単位でバンクＡおよびバンクＢか
ら交互に輝度信号画素データが読出されている。参照画像ブロックの画素データを読出す
際には、最大１７画素が必要とされる。１７画素必要なとき、先頭画素がＡバンクに含ま
れるかＢバンクに含まれるかに従って１８ワードのうち１ワードの画素データが不要とさ
れる（外部に設けられた装置により）。たとえば先頭画素がＢバンクに含まれる場合には
、バンクＡから読出される９ワードの８ビット画素データのうち先頭の８ビット画素デー
タが不要とされる。一方、先頭画素がＡバンクに含まれる場合には、バンクＢから読出さ
れる９ワードの８ビット画素データのうち最終の８ビット画素データが不要とされる。
【０２０４】
色差信号の読出時においても、同じシーケンスで９ワード単位でバンクＡおよびバンクＢ
から交互に画素データが読出される。色差信号の場合、参照サブブロックの大きさサイズ
は水平方向８画素または９画素である。動きベクトルの水平方向成分ＭＶ（Ｈ）の値に従
って、９ワードの色差信号画素データのうち最終の色差信号画素データが有効または無効
とされる。この有効／無効の処理は外部に設けられた装置によって行なわれる。したがっ
て、輝度信号および色差信号いずれにおいても同じシーケンスで必要とされる画素データ
を読出すことができる。
【０２０５】
復元画像画素データのＳＤＲＡＭの書込みおよび表示のための画像データの読出時におい
ても同じシーケンスでバンクＡおよびバンクＢから交互に９ワードの画素データが読出さ
れる。
【０２０６】
図３８（Ａ）－（Ｃ）は、この発明の実施の形態５における８ビット輝度信号画素データ
に対するコラムアドレスおよびロウアドレスの生成手法を示す図である。図３８（Ａ）に
示すようにライン番号ｎのライン上に、７２０個の輝度信号画素データＰＸ０－ＰＸ７１
９が配列される。ロウアドレスは、図３８（Ｂ）に示すように、ライン番号ｎから生成さ
れる。これは実施の形態１、２および４の場合と同じである。偶数フレーム♯０の場合に
はロウアドレスはライン番号ｎに等しく、奇数フレーム♯１の場合にはロウアドレスはｎ
＋７２０となる。一方、図３８（Ｂ）に示すように、コラムアドレスは画素番号ｉから生
成される。画素番号ｉは２進表示したときの最下位ビットがバンクアドレス信号ビットＢ
Ａとして利用される。残りの上位ビットがコラムアドレスとして利用される。バンクアド
レス信号ビットＢＡが０の場合にはバンクＡが指定され、バンクアドレス信号ビットＢＡ
が１の場合にはバンクＢが指定される。
【０２０７】
図３８（Ｃ）に示すように、画素ＰＸ２４８のコラムアドレスを算出する。画素ＰＸ２４
８の画素番号「２４８」は「０００１１１１１０００」で表現される。最下位ビットは“
０”であり、バンクＡが指定される。残りの上位ビットがコラムアドレスとして用いられ
、コラムアドレス１２４が指定される。すなわち、画素ＰＸ２４８は、バンクＡのコラム
アドレス１２４の格納位置に格納される。
【０２０８】
色差信号の場合には、バンクアドレス信号ビットＢＡは色差信号ＣｂおよびＣｒを識別す
るために用いられており、画素番号ｉがコラムアドレスとして利用される。
【０２０９】
図３９は、ワード列変換回路の構成を示す図である。この図３９に示すワード列変換回路
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は、図１６に示すワード列変換回路に対応する。図３９においてワード列変換回路８８は
、８ビット画素データをセレクタ８８ｘを介して受けて順次格納するレジスタ８８ｙと、
レジスタ８８ｙに格納され、８ビット画素データを所定のシーケンスで順次選択して読出
すセレクタ８８ｚを含む。
【０２１０】
セレクタ８８ｘは、ＳＤＲＡＭから順次読出された８ビット画素データを受けてバンクＡ
から読出された画素データをレジスタ８８ｙの偶数番号の格納位置に順次格納し、バンク
Ｂから読出された８ビット画素データをレジスタ８８ｙの奇数番号の格納位置に順次格納
する。セレクタ８８ｚは輝度／色差指示信号が輝度信号を示すときには、このレジスタ８
８ｙに格納された８ビット画素データを順次最初の格納位置から読出して出力する。一方
、セレクタ８８ｚは、輝度／色差指示信号が色差信号を示す場合には、レジスタ８８ｙの
偶数番号の格納位置に格納された画素データを順次読出し、次いで奇数番号の格納された
画素データを順次読出す。これにより、レジスタ８８ｙにおいてバンクＡから読出された
９ワードの画素データＡ０－Ａ８およびバンクＢから読出された８ビット画素データＢ０
－Ｂ８が、サンプリングされた画素データ配列順序に従って出力される。
【０２１１】
参照画像ブロックの画素データ読出時においては、図３４に示すように、復号化ユニット
２に含まれる画素列生成回路において必要な画素データのみが選択される。輝度信号画素
データの場合には、先頭画素がバンクＡに含まれるかまたはバンクＢに含まれるかに従っ
て１７ワードの画素データが選択される。次いで、動きベクトルの水平方向成分ＭＶ（Ｈ
）に従ってこの選択された１７ワードの８ビット画素データのうち最終の８ビット画素デ
ータの有効／無効が決定される。動きベクトル水平方向成分ＭＶ（Ｈ）が整数の場合には
、１６画素が必要なだけであり、最終の８ビット画素データは切捨てられる。一方、動き
ベクトル水平方向成分ＭＶ（Ｈ）が分数成分の場合には、最終の８ビット画素データは有
効とされる。
【０２１２】
色差信号成分の場合には、この図３９に示すワード列変換回路８８から与えられる９ワー
ドの画素データのうち、動きベクトル水平方向成分ＭＶ（Ｈ）に従って輝度信号画素デー
タの場合と同様にして、最終の８ビット色差信号画素データの有効／無効が決定される。
これにより、必要とされる画素データをすべて転送することができる。
【０２１３】
表示装置への表示のためにＳＤＲＡＭから画素データを読出す場合、１ライン上には３６
０画素が配列されており、９ワード単位でバンクＡおよびバンクＢから交互に画素データ
を読出すことにより、１ラインの画素データを連続して全て読出すことができる。色差信
号についても、１ライン上には３６０画素があり、同様９ワード単位でバンクＡおよびバ
ンクＢから交互に画素データを読出すことにより、必要とされる画素データを効率的に連
続して読出すことができる。
【０２１４】
復元画像画素データの書込時においては、復号化ユニットにおいてバッファメモリを設け
、これを用いて偶数番号の輝度信号画素データを８ワード先にバンクＡに書込み、次いで
奇数番号の８ワードの輝度信号画素データをバンクＢに書込む。バッファメモリに代えて
奇数番号の画素データを８ワード遅延するよう構成を用いてもよい。この動作を繰返す。
この復元画像アドレスは、１８アクセスサイクルごとにコラムアドレスが８増分される。
復元画像画素データの書込時においては、画像データの書込みはマクロクロック単位で行
なわれるためである。このマクロブロックの先頭画素アドレスは、実施の形態１において
も同様容易に知ることができる。したがって実施の形態１に示す構成を利用することがで
きる。コラムアドレス復元画像画素データの場合、輝度信号画素データおよび色差信号画
素データに対し、９クロックサイクル目の画素データ書込みにマスクをかけることにより
、８ワード単位で交互にバンクＡおよびバンクＢに復元画像画素データが書込まれる。
【０２１５】
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以上のように、この発明の実施の形態５に従えば、１ライン上の画素を交互にバンクＡお
よびバンクＢに格納されるようにアドレスを割当て、複数ワード単位でバンクＡおよびバ
ンクＢ交互にアクセスするようにしているため、ページ変更のオーバヘッドを最小限に抑
制して効率的なデータ転送を行なうことができる。
【０２１６】
［実施の形態６］
図４０は、この発明の実施の形態６におけるＳＤＲＡＭに対する８ビット輝度信号画素デ
ータのアドレスの割当てを示す図である。図４０（Ａ）において、ラインｎに整列して配
置される８ビット画素データは２画素を単位としてバンクＡおよびバンクＢに交互に格納
される。最初の２画素がバンクＡのコラムアドレス０および１にそれぞれ格納され、次の
２画素がバンクＢのコラムアドレス０および１にそれぞれ格納される。以下、同様のアド
レス割当てにより、８ビット画素データがＳＤＲＡＭに格納される。
【０２１７】
図４０（Ｂ）は、この図４０（Ａ）に対する配置における各画素のアドレスを示す図であ
る。図４０（Ｂ）において画素のロウアドレスは、図３８（Ｂ）に示すものと同様、ライ
ン番号ｎ（偶数フレーム♯０の場合）またはｎ＋７２０（奇数フレーム♯１）により与え
られる。コラムアドレスは、画素番号ｉの二進表示から２番目の最下位ビットを除くビッ
ト（上位ビットおよび最下位ビット（ＬＳＢ））により与えられる。２番目の最下位ビッ
トは、バンクアドレスビットＢＡとして利用される。
【０２１８】
今、図４０（Ｃ）に示すように、画素ＰＸ２４８のコラムアドレスを算出する。この場合
、２番目の最下位ビットは「０」であり、画素ＰＸ２４８はバンクＡに格納される。残り
のビットがコラムアドレスとなり、画素ＰＸ２４８はコラムアドレス１２４を有する。
【０２１９】
一方、図４０（Ｄ）に示すように、隣接画素ＰＸ２４９は、その２進表示において２番目
の最下位ビットは「０」であり、バンクＡに格納される。残りのビットをコラムアドレス
として用いるため、この画素ＰＸ２４９はバンクＡのコラムアドレス１２５のメモリ位置
に格納される。
【０２２０】
隣接２画素を単位としてバンクＡおよびバンクＢに交互に格納する構成の場合、隣接２画
素を１ワードとして格納する実施の形態１の場合とほぼ同じとなる（コラムアドレスのビ
ットが１ビット増えてい、単位の画素のコラムアドレスが異なる点が異なるだけである）
。したがって実施の形態１と同様にして参照画像ブロックの読出時のアドレスを発生する
ことができる。画素データ読出シーケンスは図３７に示すように９ワード単位でバンクＡ
およびバンクＢに対し交互に実行される。不要画素データの識別には、上位／下位指示ビ
ットＵ／Ｌに代えて最下位ビットＬＳＢが用いられる。
【０２２１】
したがってこの図４０（Ａ）－（Ｄ）に示すように２画素を単位として交互にバンクＡお
よびバンクＢに格納し、９ワード単位（９画素単位）で交互にバンクＡおよびバンクＢか
ら画素データを読出す構成でも、ページ変更のオーバヘッドを最小に抑制して効率的なデ
ータ転送を行なうことができる（特に参照画像ブロック画素データ転送時）。
【０２２２】
復元画像画素データの書込みおよび表示画像画素データの読出時においては、実施の形態
１と同様にして行なうことができる（ただし９ワード（９画素）単位でバンクＡおよびバ
ンクＢに交互にアクセスされる点が異なる）。
【０２２３】
以上のように、この発明の実施の形態６に従えば、隣接２画素を交互にバンクＡおよびバ
ンクＢに格納されるようにアドレスを割当てているため、ページ変更のオーバヘッドを最
小限に抑制して効率的なデータ転送を行なうことができる。
【０２２４】
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［その他の構成］
上述の構成においては、ＳＤＲＡＭは１６ビットデータまたは８ビットデータの入出力を
行ない、また最小画像ブロックの基本単位は輝度信号については１６画素・１６画素、ま
た色差信号については８画素・８画素である。また画素データは８ビットで構成されてい
る。一般に、画素データがＮビットデータであり、ＳＤＲＡＭがＭビットワードを入出力
するとき、参照画像ブロックのサイズが、水平方向ＬないしＬ＋１の場合、（Ｌ＋１）／
（２・Ｍ／Ｎ）以上の整数Ｐを単位としてバンクＡおよびバンクＢへ交互にアクセスする
構成とすればよい（輝度画素を１ワードとする場合）。または、（Ｌ＋１）／（Ｍ／Ｎ）
以上の整数Ｐを単位としてバンクＡおよびバンクＢに交互にアクセスされてもよい（色差
信号の場合）。ＳＤＲＡＭとしては、同期式メモリ（クロック信号に同期してデータの入
出力および制御信号の取込みを行なうメモリ）であればよい。
【０２２５】
また、画像復号装置として表示機能はなくてもよい。
【０２２６】
【発明の効果】
以上のように、この発明に従えば、最大２を所定数とする画素を単位としてバンクＡおよ
びバンクＢに交互に格納されるように画素データのアドレスを割付けたため、ページ変更
時のオーバヘッドを最小限に抑制して効率的なデータ転送を行なうことができ、また制御
も容易となる。
【０２２７】
すなわち、請求項１に係る発明に従えば、第１および第２のバンクを有する同期式メモリ
素子に対し、復元画像データを同期式メモリ素子へ格納する際に、水平方向に１列に配列
される画素データの最大２画素の所定数の画素を単位として交互に第１および第２のバン
クへ格納されるように同期式メモリに書込むように構成したため、ページ変更時のオーバ
ヘッドを最小限に抑制して連続的に画素データを読出し入出力することができ、データ転
送効率を大幅に改善することができる。また、この構成により、参照画像ブロック画素デ
ータ読出時に効率的なデータ転送効率を実現することができる。
【０２２８】
請求項２に係る発明においては、種類が異なりかつサンプル数の同じ信号成分については
、同じ画素の異なる第１および第２の色差信号はそれぞれ第１および第２のバンクの同じ
アドレス位置に格納するように構成したため、信号読出時においてバンクＡおよびバンク
Ｂ交互にアクセスして連続的に信号の入出力を行なうことができ、これらの信号のページ
変更時のオーバヘッドを最小限に抑制することができる。
【０２２９】
請求項３に係る発明においては、隣接２画素を単位として交互にバンクＡおよびバンクＢ
に書込むように構成したため、標準の同期式メモリを利用して効率的にデータ転送を行な
うことのできる画像復号装置を実現することができる。
【０２３０】
　請求項４に係る発明に従えば、

画素を単位として交互に および バンク
格納しており、標準の同期 メモリを用いて効率的なデータ転送を実現するこ

とができる。
【０２３１】
請求項５に係る発明に従えば、Ｍビットワードの入出力を行なう同期式メモリ素子におい
て、画素データはＮビットであり、水平方向Ｌないし（Ｌ＋１）の画素のブロックを参照
画素ブロックとして処理を行なう画像復号装置においては、（Ｌ＋１）／（２・Ｍ／Ｎ）
以上の整数を単位として第１および第２のバンクへ交互にアクセスするように構成してい
るため、ページ変更時のオーバヘッドを伴うことなく効率的な参照画像データ転送を行な
うことができる。
【０２３２】
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請求項６に係る発明においては、Ｍビットワードの入出力を行なう同期式メモリ素子に対
し、画素データがＭビットデータであり、画像復号装置が水平方向のサイズがＬないし（
Ｌ＋１）の画素ブロックを参照画像ブロックとして処理を行なう場合、（Ｌ＋１）／（Ｍ
／Ｎ）以上の整数を単位として第１および第２のバンクへ交互にアクセスするように構成
しているため、参照画像ブロック画素データ転送時において同期式メモリから連続的に必
要とされる画素データをページ変更のオーバヘッドを最小限に抑制して行なうことができ
、効率的なデータ転送を実現することができる。
【０２３３】
請求項７に係る発明においては、表示装置への表示のためにも、所定数画素を単位として
交互に第１および第２のバンクへアクセスしているため、参照画像ブロック画素データ読
出時および表示装置へのデータ転送時においても同じシーケンスで同期式メモリからデー
タを読出すことができ、同期式メモリに対するアクセス制御が容易となる。
【０２３４】
請求項８に係る発明においては、１６ビットデータの入出力を行なう同期式メモリ素子に
対し、８ビット画素データを５ワード単位で交互に第１および第２のバンクへアクセスす
るように構成しているため、不必要とされる画素データを最少に抑制して効率的なデータ
転送を標準の同期式メモリ素子を用いて実現することができる。
【０２３５】
請求項９に係る発明においては、同期式メモリが８ビットデータの入出力を行なうとき、
画素データを９ワード単位で交互に第１および第２のバンクへアクセスするように構成し
ているため、標準の同期式メモリ素子を用いても、不必要とされる画素データ数を最小限
に抑制して効率的なデータ転送を実現することができる（分数精度で予測符号化された画
像データに対しても）。
請求項１０に係る発明に従えば、同期式メモリ素子の１つの行アドレスの記憶位置に水平
方向少なくとも１ライン上の画素データすべてを格納するようにアドレスが画素データに
割当てられているため、ページ変更時のオーバヘッドを最小限に抑制することができる（
サンプリング画面上のラインとロウアドレスとが対応することができるため）。
【０２３６】
請求項１１に係る発明に従えば、画像データ以外のデータは２Ｑワードを単位としてデー
タ配列基準に従ってＱワードずつ交互に第１および第２のバンクへ格納するように構成し
ているため、画像データ以外のデータに対しても、ページ変更および転送データの種類変
更のオーバヘッドを最小限に抑制して効率的なデータ転送を行なうことができる。
【０２３７】
請求項１２に係る発明においては、Ｑが４であり、同期式メモリ素子において１つのバン
クにおいてプリチャージ／アクティブ動作に必要とされるクロックサイクル間において他
方のバンクにアクセスしてデータを読出すことができ、効率的なデータ転送を実現するこ
とができる。
【０２３８】
請求項１３に係る発明に従えば、同期式メモリ素子のワードのアドレスとして、最下位ビ
ット位置をバンク指定アドレスとしかつ上位ビットをバンク内列位置を示す列特定アドレ
ス（コラムアドレス）とするように各画素データに対しアドレスを生成しているため、隣
接画素を交互に第１および第２のバンクへ格納することができる。
【０２３９】
請求項１４に係る発明に従えば、最下位から２番目のビットをバンク指定アドレスビット
とし残りのビットを列指定アドレスビットとしているため、隣接２画素を単位として第１
および第２のバンクへ交互に格納することができる。
【０２４０】
請求項１５に係る発明に従えば、第１，第２の信号の種類を特定する信号をバンク特定ビ
ットとして色差信号画素データに対するワードアドレスを生成しているため、２種類の信
号をそれぞれ第１および第２のバンクの同じアドレス位置（同じ画素について）に容易に
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格納することができる。
【０２４１】
請求項１６に係る発明に従えば、第１の信号は輝度信号であり、輝度信号アクセス時のオ
ーバヘッドが低減される。
【０２４２】
請求項１７に係る発明に従えば、第１，第２の信号は色差信号であり、色差信号アクセス
時のオーバヘッドが低減される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　（Ａ）はこの発明において用いられるＳＤＲＡＭにおける画素データの格納領
域を示し、（Ｂ）は１つのロウアドレスにおいて配置される画素データ列を示す図である
。
【図２】　（Ａ）はこの発明の実施の形態１における輝度信号画素データとＳＤＲＡＭの
１ワードとの対応関係を示し、（Ｂ）および（Ｃ）はＳＤＲＡＭにおける各画素データの
コラムアドレスの割当てを示す図である。
【図３】　（Ａ）はこの発明の実施の形態１における色差信号画素データとＳＤＲＡＭの
１ワードとの対応関係を示し、（Ｂ）および（Ｃ）は色差信号のＳＤＲＡＭのバンクＡお
よびバンクＢにおける格納態様およびコラムアドレスの割当てを示す図である。
【図４】　（Ａ）は１つのロウアドレスにおける輝度信号画素データの配列を示し、（Ｂ
）は輝度信号画素ＰＸｉに対するアドレスを示す図である。
【図５】　（Ａ）は輝度信号画素の具体的例を示し、（Ｂ）はその２進表示からのコラム
アドレス、バンクアドレスおよび上位／下位指示ビットの生成を示し、（Ｃ）は（Ａ）に
示す画素のＳＤＲＡＭ内の格納態様を示す図である。
【図６】　この発明の実施の形態１における色差信号画素データのアドレス生成を示す図
である。
【図７】　（Ａ）は色差信号の具体的画素を示し、（Ｂ）はこの画素の画素番号とコラム
アドレスとの関係を示し、（Ｃ）はこの色差信号画素データのＳＤＲＡＭ内の格納位置を
示す図である。
【図８】　（Ａ）は復号中の現画像ブロックと参照画像ブロックとの対応関係を示し、（
Ｂ）は動きベクトルを示し、（Ｃ）は動きベクトルに応じて読出される画像ブロックのサ
イズを示す図である。
【図９】　（Ａ）は輝度信号参照画像ブロック読出時におけるワードと画素データとの対
応関係を示し、（Ｂ）は色差信号参照画像ブロック読出時における用いられる画素と読出
されるワードとの対応関係を示す図である。
【図１０】　（Ａ）および（Ｂ）は、輝度信号参照画像ブロック画素データ読出時におけ
る画素データの読出シーケンスを示す図である。
【図１１】　色差信号参照画像ブロック画素データ読出シーケンスを示す図である。
【図１２】　ＳＤＲＡＭのアクセス動作を示すシーケンス図である。
【図１３】　（Ａ）および（Ｂ）は輝度信号参照画像ブロック画素データ読出時の動作を
示すシーケンス図である。
【図１４】　色差信号参照画像ブロック画素データ読出時の動作を示すシーケンス図であ
る。
【図１５】　この発明における画像復号表示装置の全体の構成を概略的に示す図である。
【図１６】　図１５に示すメモリインタフェースユニットの構成を概略的に示す図である
。
【図１７】　図１６に示す参照画像アドレス発生器の構成を概略的に示す図である。
【図１８】　図１７に示す先頭ロウ／コラムアドレス生成器のコラムアドレス生成部の構
成を概略的に示す図である。
【図１９】　図１７に示す先頭ロウ／コラムアドレス生成器のロウアドレス生成部の構成
を概略的に示す図である。
【図２０】　図１６に示すワード列変換回路の構成を概略的に示す図である。
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【図２１】　（Ａ）は図１６に示す表示画像アドレス生成器のコラムアドレス生成部の構
成を示し、（Ｂ）は図１６に示す表示画像アドレス生成器のロウアドレス生成部の構成を
概略的に示す図である。
【図２２】　表示画像画素データ読出時のワード列変換回路の構成を概略的に示す図であ
る。
【図２３】　（Ａ）および（Ｂ）はこの発明の実施の形態２におけるＳＤＲＡＭからの参
照画像ブロック画素データ読出シーケンスを示す図である。
【図２４】　（Ａ）および（Ｂ）はこの発明の実施の形態２における参照画像画素データ
読出シーケンスを示す図である。
【図２５】　（Ａ）および（Ｂ）はこの発明の実施の形態２における色差信号参照画像ブ
ロック画素データ読出シーケンスを示す図である。
【図２６】　この発明の実施の形態２において用いられる参照画像アドレス発生器のコラ
ムアドレス発生部の構成を概略的に示す図である。
【図２７】　（Ａ）はこの発明の実施の形態３におけるデータ配列を示し、（Ｂ）は（Ａ
）に示すデータのアドレス割当ておよびアクセス単位を示す図である。
【図２８】　（Ａ）はこの発明の実施の形態３におけるデータワード読出シーケンスを示
す図であり、（Ｂ）は画像データとデータワード読出時のアクセスされるバンクを概略的
に示す図である。
【図２９】　（Ａ）はこの発明の実施の形態３の変更例のデータ配列におけるアクセス単
位を示し、（Ｂ）はそのＳＤＲＡＭにおける格納態様を示し、（Ｃ）はＳＤＲＡＭ上のア
クセス時の動作を示すシーケンス図である。
【図３０】　（Ａ）はこの発明の実施の形態４における輝度信号画素データとＳＤＲＡＭ
の１ワードとの対応関係を示す図であり、（Ｂ）および（Ｃ）は（Ａ）に示すワードのＳ
ＤＲＡＭ格納時の態様を示す図である。
【図３１】　（Ａ）－（Ｄ）はこの発明の実施の形態４における輝度信号画素に対するア
ドレス生成およびその具体例を示す図である。
【図３２】　この発明の実施の形態４における輝度信号参照画像ブロック画素データ読出
時に必要とされる画素データを示す図である。
【図３３】　この発明の実施の形態４における参照画像アドレス発生器のコラムアドレス
発生部の構成を概略的に示す図である。
【図３４】　この発明の実施の形態４におけるワード列変換回路の構成を概略的に示す図
である。
【図３５】　この発明の実施の形態５におけるＳＤＲＡＭにおける画像データ格納領域を
示す図である。
【図３６】　（Ａ）は、この発明の実施の形態５における１ラインに整列して配置される
画素データを示し、（Ｂ）は輝度信号画素データのＳＤＲＡＭに格納態様を示し、（Ｃ）
は色差信号画素データのＳＤＲＡＭへの格納態様を示す図である。
【図３７】　この発明の実施の形態５における画像データ読出シーケンスを示す図である
。
【図３８】　（Ａ）－（Ｃ）は、この発明の実施の形態５における画素に対するアドレス
生成およびその具体例を示す図である。
【図３９】　この発明の実施の形態５における参照画像ブロック画素データのワード列変
換回路の構成を概略的に示す図である。
【図４０】　（Ａ）－（Ｄ）はこの発明の実施の形態６におけるＳＤＲＡＭ内の画素デー
タの格納態様およびそのアドレス生成および具体例を示す図である。
【図４１】　ＭＰＥＧ２規格に従う画像データの復号動作を説明するための図である。
【図４２】　画像データの構成を概略的に示す図である。
【図４３】　（Ａ）は画像データ復号時の単位となるブロックおよび（Ｂ）は復号動作時
において用いられる動きベクトルを示す図である。
【図４４】　従来の画像復号処理装置の６４ビットデータバスを利用するデータ転送の問
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題点を説明するための図である。
【図４５】　従来のＳＤＲＡＭの一般的構成を概略的に示す図である。
【図４６】　（Ａ）－（Ｃ）は従来のＳＤＲＡＭを利用する際の問題点を説明するための
図である。
【図４７】　従来のＳＤＲＡＭの基本アクセス動作を説明するための図である。
【符号の説明】
ＢＫＡ，ＢＫＢ　バンク、２　復号化ユニット、６　制御ユニット、４　ＳＤＲＡＭ、８
　メモリインタフェースユニット、１０　表示インタフェース、８０参照画像アドレス発
生器、８２　復元画像アドレス発生器、８４　表示画像アドレス発生器、８６　アクセス
コントローラ、８８　ワード列変換回路、８０ａ現画像ブロックカウンタ、８０ｂ　先頭
画素位置検出器、８０ｃ　先頭ロウ／コラムアドレス生成器、８０ｄ　アドレス発生器、
８１ａ，８１ｃ　レジスタ、８１ｄ　セレクタ、８１ｅ，８１ｈ　レジスタ、８１ｆ，８
１ｉ，８１ｊ　加算器、８１ｇ，８１ｋ，８１ｌ　セレクタ、８８ａ，８８ｃ　セレクタ
、８８ｂレジスタ、２ａ　画素列生成回路、８４ａ　コラムアドレスカウンタ、８４ｂ，
８４ｅ　レジスタ、８４ｃ，８４ｆ，８４ｇ　加算器、８４ｄ，８４ｈ，８４ｉセレクタ
、８５ａ，８５ｃ　セレクタ、８５ｂ　レジスタ、８０ｃｃ　先頭コラムアドレス生成器
、８０ｂａ　クロックカウンタ、８０ｄｂ　セレクタ、８１ｅ　レジスタ、８８ｅ，８８
ｇ，８８ｈ　セレクタ、８８ｄ，８８ｆ　レジスタ、２ｂ　画素列生成回路、８８ｘ，８
８ｚ　セレクタ、８８ｙ　レジスタ。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】
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【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】
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【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】

【 図 ４ ０ 】 【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】
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【 図 ４ ３ 】 【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】

【 図 ４ ７ 】
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